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今月の表紙

～災害に強いまちづくりをめざして～

　４月１日から旧美里町で防災行政無線の放送

が始まります。災害時はもちろん、平常時の各

種行政情報の提供にも利用されます。

　　　　　　　　　　　　　（16面に関連記事）

今月の主な内容

平成２０年度当初予算決まる………………………２～４

まちの話題…………………………………………５

健康・福祉ガイド…………………………………６～７

お知らせ・募集……………………………………８～９

ふれあいネット……………………………………１０～１３

消防だより…………………………………………１４

町民カレンダー……………………………………１５

総合運動場（若もの広場）リニューアル工事（１期目）完成…１６�

�
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防
災
行
政
無
線
整
備
に
つ
い

て
は
、
旧
野
上
町
は
平
成
４
年

度
に
整
備
済
み
で
あ
り
ま
す
が
、

旧
美
里
町
は
未
整
備
の
状
況
で

あ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
住
民

へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
大
き
な

格
差
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
19

年
度
工
事
と
し
て
進
め
て
参
り

ま
し
た
防
災
行
政
無
線
整
備
工

事
が
地
権
者
の
皆
様
、
町
民
の

皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
３
月
末
に
完
成
し
、

４
月
１
日
か
ら
放
送
開
始
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
は

２
億
９
，
０
１
４
万
円
。

　
こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
気

象
観
測
装
置
、
水
位
観
測
装
置
、

双
方
向
通
話
装
置
の
他
、
全
指

定
避
難
所
並
び
に
保
育
所
、
小
・

中
学
校
、
高
校
、
り
ら
創
造
芸

術
高
等
専
修
学
校
、
国
保
野
上

厚
生
総
合
病
院
、
や
す
ら
ぎ
園
、

五
色
台
広
域
施
設
組
合
、
消
防

団
団
長
・
副
団
長
・
分
団
長
宅
、

１
人
住
ま
い
の
聴
覚
障
害
者
宅

等
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
、

各
種
災
害
の
未
然
防
止
や
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
常

時
に
は
、
各
種
行
政
情
報
の
提

供
に
も
利
用
し
、
町
民
の
皆
様

の
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

完成したクラブハウス

蓑津呂地区

文化センター北側

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

緊
急
離
発
着
場
（
２
箇
所
）

が
完
成

　３月末をもって総合運動場（若もの広場）リニューアル工

事の１期目が完了し、多目的人工芝グラウンド、クラブハウス、

駐車場、県道からの進入路が完成しました。

　なお、当事業は競輪・オートレースの売上金による（財）

車両競技公益資金記念財団の助成金により実施されました。

引き続いて、平成20年度には２期目の工事を行い、野球場、

陸上グラウンド、遊歩道等の部分の整備を進めてまいります。

面積：６，２８５　（６２．６ｍ×１００．４ｍ）
ホッケー１面、サッカー１面、フットサル２面
夜間照明設備完備

　
本
町
は
、
急
峻

な
地
形
上
、
大
規

模
な
地
震
や
土
砂

崩
れ
等
の
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、

道
路
が
寸
断
さ
れ

孤
立
す
る
集
落
が

多
く
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

空
か
ら
の
輸
送
手
段
と

し
て
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

緊
急
離
発
着
場
整
備
工

事
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
「
文

化
セ
ン
タ
ー
北
側
」
、
「
蓑

津
呂
地
区
」
の
２
箇
所

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
、
１
，
４
４
７

万
円
。

　
こ
の
緊
急
離
発
着
場
は
、

災
害
時
に
お
い
て
、
被

害
状
況
等
の
調
査
及
び

情
報
収
集
活
動
、
救
急

患
者
や
医
療
従
事
者
等

の
搬
送
及
び
医
療
器
材

等
の
輸
送
、
ま
た
、
被

災
者
等
の
救
出
、
救
援

物
資
、
人
員
の
搬
送
等
様
々

な
用
途
に
お
い
て
、
防

災
機
能
強
化
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

多目的

人工芝グラウンド

◎４月１日より神野支所が「美里支所」に名称が変わります。



　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
が
第
１
回
定

例
議
会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、
六
九
億

四，
六
二
四
万
円
で
、
対
前
年
六
億
一，
五

七
四
万
円
、
率
に
し
て
8.1
％
減
の
緊
縮
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

歳
　
入

　
町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
五

四
億
八，
七
〇
八
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

79.0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
地
方
再
生
対
策
費
の
創
設
に

よ
り
対
前
年
度
比
四，
二
〇
〇
万
円
増
の

三
五
億
二，
〇
〇
〇
万
円
、
地
方
債
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
対
前
年
度
比
五
億
六
八
〇
万

円
減
の
九
億
五，
〇
二
〇
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
一
四

億
五，
九
一
六
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
21.0

％
と
財
源
の
大
半
を
国
や
県
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
所
要
の
一
般
財
源
を
確

保
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
対
前
年

度
比
五，
一
三
七
万
円
減
の
二
億
六，
六
三

四
万
円
の
繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

  

歳
　
出

　
町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に
み
る
と
、

最
も
多
い
の
が
町
の
借
金
の
返
済
に
あ
て

る
公
債
費
で
一
七
億
一
，
六
〇
一
万
円

（
24.7
％
）
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
次

に
民
生
費
一
三
億
五
九
〇
万
円
（
18.8
％
）
、

総
務
費
一
〇
億
三，
二
〇
四
万
円
（
14.9
％
）

と
続
き
ま
す
。
な
お
、
主
要
事
業
を
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

平成20年度  当初予 算決まる

110億5,780

69億4,624

39億5,737

14億5,488

1億1,728

1億7,417

3億2,870

13億9,676

5,023

2,590

2億9,011

1億1,934

1億5,419

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

のかみふれあい公園運営事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

野上簡易水道事業特別会計

美里簡易水道事業特別会計

上水道事業会計�
（収益的収支と資本的収支の合計額）

総　　　　　額

一　般　会　計

特　別　会　計

（単位：万円）

企　　業　　会　　計

公営
企業

会　計　名
平成20年度
当初予算額

平成20年度　総額予算額

一般会計予算　69億4,624万円

110億5,780万円
会　計　別　予　算　額

　
平
成
20
年
第
１
回
定
例
議
会
開

会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨

拶
並
び
に
、
そ
の
後
の
行
政
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
か
ら
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
大

き
く
報
道
が
な
さ
れ
、
議
員
の
皆

様
や
町
民
の
皆
様
に
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
致
し
て
お
り
ま
す
、
旧

美
里
町
の
歳
計
外
預
金
問
題
に
つ

い
て
、
旧
両
町
の
合
併
時
に
、
裏

金
口
座
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ

を
新
町
に
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
、

不
透
明
な
使
い
方
が
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
、
調
査
し
た
結
果

を
監
査
委
員
よ
り
去
る
３
月
５
日

付
け
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

８
日
、
真
相
究
明
の
た
め
の
特
別

対
策
室
を
総
務
課
内
に
設
置
致
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
議
会
の
皆
様

方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
弁
護

士
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
告
発
を

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
県
当
局
の
ご
指

導
を
頂
く
中
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
県
に
対
し
ま
し
て
人
的
支
援

等
の
要
請
を
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
（
※
17
日
よ
り

県
職
員
１
名
の
派
遣
を
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
）

　
次
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

２
回
目
と
な
る
町
政
報
告
会
を
去

る
１
月
22
日
、
長
谷
毛
原
健
康
セ

ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
町
内
20
箇

所
に
お
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
お
い
て
、
出
さ
れ
た
ご

意
見
、
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
は
す
ぐ
に
実

施
し
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
謙

虚
に
受
け
止
め
、
検
討
を
要
す
る

件
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
紀
州
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ラ

イ
ン
が
全
線
完
成
し
、
来
る
３
月

26
日
に
開
通
致
し
ま
す
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

の
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
役
員
の

皆
さ
ん
方
に
お
集
ま
り
を
頂
き
、

紀
美
野
町
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
完

成
後
の
維
持
運
営
等
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
末
に
完

成
し
、
４
月
よ
り
放
送
を
開
始
致

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
紀
美
野
町
総
合
運
動
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
事
業
と
し
て
、
進
入

路
及
び
造
成
工
事
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
人
工
芝
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
工
事
並
び
に
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

建
築
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
新
年
度
に
お
い
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
20
年
度
新
規
事
業

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
緊
縮

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
三

役
の
報
酬
の
一
部
を
、
１
年
間
減

額
致
し
ま
す
。
私
に
つ
い
て
は
３

万
円
、
副
町
長
２
万
円
、
教
育
長

１
万
円
の
減
額
を
致
し
ま
す
。

　
次
に
、
先
程
も
申
し
上
げ
ま
し

た
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
対
策
事
業
と
し
て
、
ギ
ャ
ッ

プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
設
備
を

全
町
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す

第
１
保
育
所
の
建
替
え
に
つ
い
て
、

建
設
敷
地
等
の
検
討
を
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
場
所
に
建
築

す
べ
く
実
施
設
計
を
発
注
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子

育
て
対
策
の
一
環
と
し
て
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
を
実

施
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
地
区
よ
り
、
数
年

前
か
ら
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
　
　

地
区
集
会
所
及
び
、
吉
見
地
区
集

会
所
の
建
設
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
継
続
事
業
と
し
て
の
道

路
整
備
事
業
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

道
路
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
林
道
滝
ノ
川
線
開
設

事
業
並
び
に
、
町
道
福
田
松
瀬
線

新
設
改
良
事
業
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
橋
梁
関
係
に
つ
い
て
は
、

架
橋
長
寿
命
化
推
進
計
画
に
伴
う

点
検
調
査
業
務
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
文
化
セ
ン
タ
ー
横
の
建
設
残

土
処
理
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
４
月
よ
り
本
格
運
営
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
施
行
に
よ
り
特

別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
新
た
に

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
施
設
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
長
谷
毛
原
中
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
次
に
、
消
防
団
の
新
基
準
に
よ

る
活
動
服
を
新
た
に
購
入
し
、
配

備
を
行
い
、
士
気
高
揚
を
更
に
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
の
、

公
的
資
金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
を

行
う
と
共
に
、
町
有
財
産
の
処
分

や
有
効
活
用
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
対
策
事
業
、
商
工
業

対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
か
じ
か
荘
の
経
営
の

立
て
直
し
の
た
め
、
元
支
配
人
で
あ
っ

た
名
越
忠
彦
氏
に
、
去
る
２
月
12

日
よ
り
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
の
威
信
を
賭
け
て
取
り
組
み
、

再
建
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
残
地

販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
２

月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
、
近
隣
の
分
譲
価
格
等
を

勘
案
し
、
人
口
対
策
の
一
環
と
し

て
分
譲
価
格
の
引
き
下
げ
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
損
失
補
て
ん
を
一
般
会
計
よ

り
充
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
３
月
11
日
、
議
会
開
会
）

町

長

の

所

信

表

明

町長　寺本光嘉

議会費
9,328万円
（1.4%）

総務費
10億3,204万円
（14.9%）

民生費
13億590万円
（18.8%）衛生費

7億185万円
（10.1%）

農林水産業費
4億3,909万円
（6.3%）

商工費
2,497万円
（0.4%）

土木費
6億6,138万円
（9.5%）

消防費
3億4,210万円
（4.9%）

地方交付税
35億2,000万円
（50.7%）

県支出金
3億371万円
（4.4%）

町税
8億8,186万円
（12.7%）

2億9,460万円
（4.2%）

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

5億7,730万円
（8.3%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

国庫支出金
4億1,857万円
（6.0%）

町債
9億5,020万円
（13.7%）

教育費
6億1,674万円
（8.9%）

災害復旧費
36万円
（0.0%）

公債費
17億1,601万円
（24.7%）

諸支出金
252万円
（0.0%）

予備費
1,000万円
（0.1%）

依

存

財

源

自主
財
源歳出

69億4,624
万円

歳入
69億4,624
万円

平成20年度  当初予 算決まる

特
　
別
　
会
　
計

平
成20

年
第
１
回
定
例
会
議
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
並
び
に
、
そ
の
後
の
行
政
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。



　
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
が
第
１
回
定

例
議
会
の
審
議
を
経
て
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
一
般
会
計
予
算
は
、
六
九
億

四，
六
二
四
万
円
で
、
対
前
年
六
億
一，
五

七
四
万
円
、
率
に
し
て
8.1
％
減
の
緊
縮
予

算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

歳
　
入

　
町
に
入
る
お
金
の
う
ち
、
地
方
交
付
税

や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
五

四
億
八，
七
〇
八
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

79.0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税
に

つ
い
て
は
、
地
方
再
生
対
策
費
の
創
設
に

よ
り
対
前
年
度
比
四，
二
〇
〇
万
円
増
の

三
五
億
二，
〇
〇
〇
万
円
、
地
方
債
に
つ

い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
対
前
年
度
比
五
億
六
八
〇
万

円
減
の
九
億
五，
〇
二
〇
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
税
や
使
用
料
な
ど
町

が
独
自
に
確
保
で
き
る
自
主
財
源
は
一
四

億
五，
九
一
六
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
21.0

％
と
財
源
の
大
半
を
国
や
県
に
依
存
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
所
要
の
一
般
財
源
を
確

保
す
る
た
め
財
政
調
整
基
金
か
ら
対
前
年

度
比
五，
一
三
七
万
円
減
の
二
億
六，
六
三

四
万
円
の
繰
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

  

歳
　
出

　
町
が
使
う
お
金
を
目
的
別
に
み
る
と
、

最
も
多
い
の
が
町
の
借
金
の
返
済
に
あ
て

る
公
債
費
で
一
七
億
一
，
六
〇
一
万
円

（
24.7
％
）
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
次

に
民
生
費
一
三
億
五
九
〇
万
円
（
18.8
％
）
、

総
務
費
一
〇
億
三，
二
〇
四
万
円
（
14.9
％
）

と
続
き
ま
す
。
な
お
、
主
要
事
業
を
４
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
予
算

平成20年度  当初予 算決まる

110億5,780

69億4,624

39億5,737

14億5,488

1億1,728

1億7,417

3億2,870

13億9,676

5,023

2,590

2億9,011

1億1,934

1億5,419

国民健康保険事業特別会計

国民健康保険診療所事業特別会計

老人保健事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険事業特別会計

のかみふれあい公園運営事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

野上簡易水道事業特別会計

美里簡易水道事業特別会計

上水道事業会計�
（収益的収支と資本的収支の合計額）

総　　　　　額

一　般　会　計

特　別　会　計

（単位：万円）

企　　業　　会　　計

公営
企業

会　計　名
平成20年度
当初予算額

平成20年度　総額予算額

一般会計予算　69億4,624万円

110億5,780万円
会　計　別　予　算　額

　
平
成
20
年
第
１
回
定
例
議
会
開

会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
挨

拶
並
び
に
、
そ
の
後
の
行
政
報
告

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
か
ら
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
大

き
く
報
道
が
な
さ
れ
、
議
員
の
皆

様
や
町
民
の
皆
様
に
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
致
し
て
お
り
ま
す
、
旧

美
里
町
の
歳
計
外
預
金
問
題
に
つ

い
て
、
旧
両
町
の
合
併
時
に
、
裏

金
口
座
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ

を
新
町
に
引
き
継
が
れ
て
お
ら
ず
、

不
透
明
な
使
い
方
が
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
、
調
査
し
た
結
果

を
監
査
委
員
よ
り
去
る
３
月
５
日

付
け
で
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月

８
日
、
真
相
究
明
の
た
め
の
特
別

対
策
室
を
総
務
課
内
に
設
置
致
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
議
会
の
皆
様

方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
弁
護

士
と
も
相
談
し
な
が
ら
、
告
発
を

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
県
当
局
の
ご
指

導
を
頂
く
中
で
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
県
に
対
し
ま
し
て
人
的
支
援

等
の
要
請
を
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
（
※
17
日
よ
り

県
職
員
１
名
の
派
遣
を
し
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
）

　
次
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

２
回
目
と
な
る
町
政
報
告
会
を
去

る
１
月
22
日
、
長
谷
毛
原
健
康
セ

ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、
町
内
20
箇

所
に
お
い
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

こ
の
会
に
お
い
て
、
出
さ
れ
た
ご

意
見
、
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、

す
ぐ
に
出
来
る
こ
と
は
す
ぐ
に
実

施
し
、
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
謙

虚
に
受
け
止
め
、
検
討
を
要
す
る

件
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
紀
州
サ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ラ

イ
ン
が
全
線
完
成
し
、
来
る
３
月

26
日
に
開
通
致
し
ま
す
。
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
町

の
方
針
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
テ
レ
ビ
共
聴
組
合
の
役
員
の

皆
さ
ん
方
に
お
集
ま
り
を
頂
き
、

紀
美
野
町
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
完

成
後
の
維
持
運
営
等
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
末
に
完

成
し
、
４
月
よ
り
放
送
を
開
始
致

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
紀
美
野
町
総
合
運
動
場

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
事
業
と
し
て
、
進
入

路
及
び
造
成
工
事
、
ス
ポ
ー
ツ
広

場
人
工
芝
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整

備
工
事
並
び
に
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

建
築
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
新
年
度
に
お
い
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
20
年
度
新
規
事
業

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、
緊
縮

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
私
た
ち
三

役
の
報
酬
の
一
部
を
、
１
年
間
減

額
致
し
ま
す
。
私
に
つ
い
て
は
３

万
円
、
副
町
長
２
万
円
、
教
育
長

１
万
円
の
減
額
を
致
し
ま
す
。

　
次
に
、
先
程
も
申
し
上
げ
ま
し

た
テ
レ
ビ
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
対
策
事
業
と
し
て
、
ギ
ャ
ッ

プ
フ
ィ
ラ
ー
方
式
に
よ
る
設
備
を

全
町
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す

第
１
保
育
所
の
建
替
え
に
つ
い
て
、

建
設
敷
地
等
の
検
討
を
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
現
在
の
場
所
に
建
築

す
べ
く
実
施
設
計
を
発
注
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
子

育
て
対
策
の
一
環
と
し
て
、
第
３

子
以
降
の
保
育
料
の
無
料
化
を
実

施
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
元
地
区
よ
り
、
数
年

前
か
ら
陳
情
が
あ
り
ま
し
た
　
　

地
区
集
会
所
及
び
、
吉
見
地
区
集

会
所
の
建
設
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
継
続
事
業
と
し
て
の
道

路
整
備
事
業
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

道
路
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。
林
道
滝
ノ
川
線
開
設

事
業
並
び
に
、
町
道
福
田
松
瀬
線

新
設
改
良
事
業
を
実
施
し
て
参
り

ま
す
。
橋
梁
関
係
に
つ
い
て
は
、

架
橋
長
寿
命
化
推
進
計
画
に
伴
う

点
検
調
査
業
務
を
行
っ
て
参
り
ま

す
。
文
化
セ
ン
タ
ー
横
の
建
設
残

土
処
理
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

年
４
月
よ
り
本
格
運
営
を
行
っ
て

参
り
ま
す
。

　
次
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
つ

き
ま
し
て
は
、
法
施
行
に
よ
り
特

別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
を
新
た
に

し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
施
設
の
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
、
長
谷
毛
原
中
学

校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　
次
に
、
消
防
団
の
新
基
準
に
よ

る
活
動
服
を
新
た
に
購
入
し
、
配

備
を
行
い
、
士
気
高
揚
を
更
に
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
財
政
の
健
全
化
の
た
め
の
、

公
的
資
金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
を

行
う
と
共
に
、
町
有
財
産
の
処
分

や
有
効
活
用
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　
農
業
振
興
対
策
事
業
、
商
工
業

対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
か
じ
か
荘
の
経
営
の

立
て
直
し
の
た
め
、
元
支
配
人
で
あ
っ

た
名
越
忠
彦
氏
に
、
去
る
２
月
12

日
よ
り
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

町
の
威
信
を
賭
け
て
取
り
組
み
、

再
建
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
開
発
公
社
の
残
地

販
売
に
つ
き
ま
し
て
は
、
去
る
２

月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に

お
い
て
、
近
隣
の
分
譲
価
格
等
を

勘
案
し
、
人
口
対
策
の
一
環
と
し

て
分
譲
価
格
の
引
き
下
げ
を
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
損
失
補
て
ん
を
一
般
会
計
よ

り
充
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
３
月
11
日
、
議
会
開
会
）

町

長

の

所

信

表

明

町長　寺本光嘉

議会費
9,328万円
（1.4%）

総務費
10億3,204万円
（14.9%）

民生費
13億590万円
（18.8%）衛生費

7億185万円
（10.1%）

農林水産業費
4億3,909万円
（6.3%）

商工費
2,497万円
（0.4%）

土木費
6億6,138万円
（9.5%）

消防費
3億4,210万円
（4.9%）

地方交付税
35億2,000万円
（50.7%）

県支出金
3億371万円
（4.4%）

町税
8億8,186万円
（12.7%）

2億9,460万円
（4.2%）

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

5億7,730万円
（8.3%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入

国庫支出金
4億1,857万円
（6.0%）

町債
9億5,020万円
（13.7%）

教育費
6億1,674万円
（8.9%）

災害復旧費
36万円
（0.0%）

公債費
17億1,601万円
（24.7%）

諸支出金
252万円
（0.0%）

予備費
1,000万円
（0.1%）

依

存

財

源

自主
財
源歳出

69億4,624
万円

歳入
69億4,624
万円

平成20年度  当初予 算決まる

特
　
別
　
会
　
計

平
成20

年
第
１
回
定
例
会
議
開
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一

言
ご
挨
拶
並
び
に
、
そ
の
後
の
行
政
報
告
を
申
し
上
げ
ま

す
。



町道動木志賀野線（釜滝地区）

若もの広場リニューアル事業

�  

３
月
９
日
、
紀
美
野
町
ま
ち

づ
く
り
推
進
協
議
会
（
嶋
田
恵

美
子
会
長
）
が
メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー

ド
（
赤
木
地
区
）
に
案
内
板
を

設
置
し
、
関
係
者
ら
が
除
幕
式

を
行
い
ま
し
た
。
同
協
議
会
は

平
成
18
年
７
月
に
町
の
活
性
化

を
目
的
に
、
町
内
の
ま
ち
づ
く

り
グ
ル
ー
プ
や
各
種
団
体
ら
で

結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
メ
ロ
デ
ィ
ー

ロ
ー
ド
を
は
じ
め
、
特
産
品
づ

く
り
や
観
光
施
設
の
環
境
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
　
　

�

　
案
内
板
は
、
縦
2.4
メ
ー
ト
ル
、

横
3.6
メ
ー
ト
ル
で
坂
本 

九
さ

ん
の
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の

星
を
」
の
歌
詞
（
一
部
）
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

�

　
ま
た
、
美
里
温
泉
か
じ
か

荘
で
行
わ
れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
同
協
議
会
が
認
定
し
た

「
き
み
の
ふ
る
さ
と
推
奨
品
」

の
試
食
と
販
売
、
ア
マ
ゴ
釣
り

や
ミ
ニ
音
楽
会
な
ど
が
催
さ
れ
、

大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

�

　
嶋
田
会
長
は
、
「
今
後
は
、

町
民
の
方
や
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
ま
ち
づ
く
り
活
動

へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
９
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー

で
紀
美
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
歌
謡
部
（
林
　
達
男
部
長
）

主
催
の
春
季
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

が
開
か
れ
、
81
名
の
会
員
の
皆

さ
ん
が
日
頃
鍛
え
た
の
ど
を
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
　
　
　
　 

開
催

　
平
成
19
年
度
和
歌
山
県
自
主

防
災
組
織
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
支
援

事
業
で
紀
美
野
町
内
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
図
る
た
め
、
県

費
補
助
を
受
け
、
「
訓
練
用
水

消
火
器
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・

訓
練
用
火
点
標
的
・
エ
ア
ー
チ
ャ
ッ

ク
セ
ッ
ト
」
を
購
入
し
ま
し
た
。

今
後
は
各
自
主
防
災
組
織
で
訓

練
を
重
ね
ら
れ
、
全
員
が
消
火

器
使
用
方
法
を
身
に
つ
け
、
災

害
時
の
自
助
・
共
助
に
役
立
て

ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。

　
３
月
２
日
に
は
、
は
じ
め
て

小
川
地
区
自
主
防
災
組
織
で
訓

練
用
水
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練

を
行
い
、
全
員
が
消
火
器
使
用

訓
練
と
起
震
車
に
よ
る
地
震
体

験
訓
練
を
真
剣
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

訓
練
用
水
消
火
器
を
使
っ
て

小
川
地
区
自
主
防
災
組
織
が

訓
練
開
催

訓練用水消火器を使った訓練

特産品を買い求める人たち

鮮やかな案内板の前で関係者らが記念撮影

購入した自主防災パワーアップ資機材 カラオケ発表会

メ
ロ
デ
ィ
ー
ロ
ー
ド
案
内
板
を
設
置
!!

!!

!!

主 要 事 業（一般会計）

新 は新規事業、それ以外は継続事業です。

総務費

　新　地方公営企業等金融機構出資金� １４０万円
　新　地上波デジタル放送難視聴対策事業�２億６,９３０万円
　新　LGWANサービス提供装置� ２２６万円
　継　木造住宅耐震診断委託� ８８万円
　継　木造住宅耐震改修補助金� ３００万円
　継　コミュニティバス運行業務委託� ４,１００万円
　新　吉見集会所建設事業� ３,１１７万円
　新　芝　集会所建設事業� ２,０６７万円
　新　裁判員候補者名簿等調製既存住民基本台帳システム改修 
� １０１万円
　新  土地開発公社損失補てん金� １,０００万円
�
民生費

　新　後期高齢者医療特別会計繰出金�２億２,４１３万円
　新　後期高齢者医療広域連合負担金� ２４８万円
　継　夏まつり実行委員会補助� ６００万円
　継　学童保育事業� ３５５万円
　継　やすらぎ園負担金� ５９４万円
　新　視覚障害者等情報支援緊急基盤整備事業
　　　（バーコード読上機等）� １００万円
　新　障害者を育てる地域の支援体制整備事業（楽器）
� ４０万円
　新　第１保育所建設事業実施設計� １,０９５万円
　新　第２保育所保育室エアコン設置� ３０万円
　新　事業運営円滑化事業� １１６万円
　新　オスメイト対応トイレ設置工事� ６０万円

衛生費

　継　小型合併浄化槽設置補助金� ２,１０１万円
　継　野上厚生病院負担金� ２億８,９５６万円
　継　五色台広域施設組合負担金� １,３０７万円
　継　海南海草環境衛生施設組合負担金�１億１,９３６万円
　継　家庭用電気式生ごみ処理機購入補助金�４０万円
　新　美里区域塵埃処理場生活環境影響調査�３４４万円
　継　一般ごみ焼却委託� １,８５５万円
　新　第３子妊婦健康診査助成事業� ７３万円
　新　不妊治療費助成事業� ３３万円

農林水産業費

　新　林道毛原下滝ノ川線開設事業� ４,８１５万円
　継　県営農免農道整備事業負担金（山畑地区）�２６９万円
　継　ふるさと農道整備事業（段子峯）� ３,０００万円
　継　小規模土地改良事業� １,５８０万円
　継　地籍調査事業� １億 ８１３万円
　継　町農業経営支援事業� ４００万円
　継　農作物鳥獣害防止対策事業補助金� ８０万円
　継　中山間地域直接支払事業� ５,３５５万円
　継　有害鳥獣捕獲事業補助金� １０２万円

商工費

　継　町商工会補助金� １,２２１万円
　継　シルバー人材センター補助金� ４００万円
　新　町伝統工芸後継者育成支援事業補助金�３０万円
　新　町観光リーフレット作成� ８５万円
　継　山の家おいし施設管理委託料� ２４０万円

土木費

　継　平中通り２号線（動木地区）� ３,０００万円
　新　福田松瀬線（福田地区）� ５,０００万円
　継　町道谷線（谷地区）� ２億円
　継　狼谷線谷口橋整備事業（長谷宮地区）�５,０００万円
　継　町道動木志賀野線（釜滝地区）� ４,７００万円
　新　架橋長寿命化修繕計画に伴う架橋点検調査業務委託
� ２９８万円
　継　町道維持補修費� ３,２００万円
　新　建設残土処理場運営費� ３,８１２万円

消防費

　新　簡易画像探査機（消防本部）� ９０万円
　新　消防団員新基準活動服� １,０２６万円
　新　水防用備品（スコップ･関東じょれん）�３２万円

教育費

　継　若もの広場リニューアル事業� ２億３００万円
　新　小中学校教育支援員� ３６９万円
　継　スクールバス運行委託� １,１２８万円
　新　海南高校大成校舎支援補助金� ５０万円
　継　ＡＬＴ（外国人語学指導助手）経費� ７５４万円
　新　美里中学校多目的ホールエアコン設置工事�１２０万円
　新　長谷毛原中学校耐震補強工事� ２,２４７万円
　継　文化振興事業� ５００万円
　
公債費

　新　公的資金補償金免除繰上償還元金�１億４８３万円

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
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主 要 事 業（一般会計）

新 は新規事業、それ以外は継続事業です。

総務費

　新　地方公営企業等金融機構出資金� １４０万円
　新　地上波デジタル放送難視聴対策事業�２億６,９３０万円
　新　LGWANサービス提供装置� ２２６万円
　継　木造住宅耐震診断委託� ８８万円
　継　木造住宅耐震改修補助金� ３００万円
　継　コミュニティバス運行業務委託� ４,１００万円
　新　吉見集会所建設事業� ３,１１７万円
　新　芝　集会所建設事業� ２,０６７万円
　新　裁判員候補者名簿等調製既存住民基本台帳システム改修 
� １０１万円
　新  土地開発公社損失補てん金� １,０００万円
�
民生費

　新　後期高齢者医療特別会計繰出金�２億２,４１３万円
　新　後期高齢者医療広域連合負担金� ２４８万円
　継　夏まつり実行委員会補助� ６００万円
　継　学童保育事業� ３５５万円
　継　やすらぎ園負担金� ５９４万円
　新　視覚障害者等情報支援緊急基盤整備事業
　　　（バーコード読上機等）� １００万円
　新　障害者を育てる地域の支援体制整備事業（楽器）
� ４０万円
　新　第１保育所建設事業実施設計� １,０９５万円
　新　第２保育所保育室エアコン設置� ３０万円
　新　事業運営円滑化事業� １１６万円
　新　オスメイト対応トイレ設置工事� ６０万円

衛生費

　継　小型合併浄化槽設置補助金� ２,１０１万円
　継　野上厚生病院負担金� ２億８,９５６万円
　継　五色台広域施設組合負担金� １,３０７万円
　継　海南海草環境衛生施設組合負担金�１億１,９３６万円
　継　家庭用電気式生ごみ処理機購入補助金�４０万円
　新　美里区域塵埃処理場生活環境影響調査�３４４万円
　継　一般ごみ焼却委託� １,８５５万円
　新　第３子妊婦健康診査助成事業� ７３万円
　新　不妊治療費助成事業� ３３万円

農林水産業費

　新　林道毛原下滝ノ川線開設事業� ４,８１５万円
　継　県営農免農道整備事業負担金（山畑地区）�２６９万円
　継　ふるさと農道整備事業（段子峯）� ３,０００万円
　継　小規模土地改良事業� １,５８０万円
　継　地籍調査事業� １億 ８１３万円
　継　町農業経営支援事業� ４００万円
　継　農作物鳥獣害防止対策事業補助金� ８０万円
　継　中山間地域直接支払事業� ５,３５５万円
　継　有害鳥獣捕獲事業補助金� １０２万円

商工費

　継　町商工会補助金� １,２２１万円
　継　シルバー人材センター補助金� ４００万円
　新　町伝統工芸後継者育成支援事業補助金�３０万円
　新　町観光リーフレット作成� ８５万円
　継　山の家おいし施設管理委託料� ２４０万円

土木費

　継　平中通り２号線（動木地区）� ３,０００万円
　新　福田松瀬線（福田地区）� ５,０００万円
　継　町道谷線（谷地区）� ２億円
　継　狼谷線谷口橋整備事業（長谷宮地区）�５,０００万円
　継　町道動木志賀野線（釜滝地区）� ４,７００万円
　新　架橋長寿命化修繕計画に伴う架橋点検調査業務委託
� ２９８万円
　継　町道維持補修費� ３,２００万円
　新　建設残土処理場運営費� ３,８１２万円

消防費

　新　簡易画像探査機（消防本部）� ９０万円
　新　消防団員新基準活動服� １,０２６万円
　新　水防用備品（スコップ･関東じょれん）�３２万円

教育費

　継　若もの広場リニューアル事業� ２億３００万円
　新　小中学校教育支援員� ３６９万円
　継　スクールバス運行委託� １,１２８万円
　新　海南高校大成校舎支援補助金� ５０万円
　継　ＡＬＴ（外国人語学指導助手）経費� ７５４万円
　新　美里中学校多目的ホールエアコン設置工事�１２０万円
　新　長谷毛原中学校耐震補強工事� ２,２４７万円
　継　文化振興事業� ５００万円
　
公債費

　新　公的資金補償金免除繰上償還元金�１億４８３万円

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会



4月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　2日・9日・16日・23日・30日
　　　　　　（毎週水曜日）
　　　　　美里支所　3日（木）・18日（金）
■時　間：午前9時～11時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

健康・福祉
ガイド

海　南　保　健　所　だ　よ　り

★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
保健福祉課　電話４８９－９９６０
住民・福祉室　電話４９５－３４６４

事　業　名 対 象 ・ 内 容 等 日　　　時

健康診断書の作成
一般健康相談

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

エイズの各種相談
４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

 ４月１７日（木）
※予約制です。

１３：３０～１７：００

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための

血液検査と登録手続きを行います。

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

※予約制です。

１０：００～１１：００
１０：００～１１：００

検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場

合は約２週間後）にお知らせします。

４月２２日（火）

※予約制です。

１７：００～１９：００

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（電話　482－0600）� 

保健センターだより保健センターだより
平成20年度前期衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター �４８９－９７１１ まで〉

○コアラ　　　　４月１５日（火）９：３０～１１：３０　福祉センター（はじめましての会）� 
○カンガルー　　４月２２日（火）９：３０～１１：００　福祉センター�  
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。�  

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

※留守の場合は、第二保育所

健 康 相 談

エ イ ズ 検 査

医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００医 療安全相談

エイズ即日検査

受験願書の提出期限　４月２１日～４月２８日
・提出書類や受験資格等詳しいことは海南保健所へ
・受験願書は役場住民課、美里支所住民・福祉室、
　総合福祉センターに置いています。�

（試 験 日）６月１８日（水）

（試験会場）県民交流プラザビッグ愛

１３：００～１５：３０

調 理 師 試 験

検 便

こころの健康相

骨 髄 バ ン ク

登 録 検 査

子育て支援センター 毎　週　月　曜　日／午前９時～１１時３０分

　　　　　　　　　　午後２時～４時３０分

第１・３・５週の木曜日／午前９時～１１時３０分

毎月　第２・４週の木曜日／午前９時３０分～１１時３０分

育児相談 センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

自然体験世代交流センター 鎌滝６３６（�４９５－３１２７）

対　象　者 月　　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

４月１日（火）

総合福祉センター
9時30分～正午
美里支所
13時30分～16時

野上厚生病院内
相談支援事業者
電話４８９－２９０８

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方�

４月１６日（水）

総合福祉センター
9時30分～正午
美里支所
13時30分～16時

療育センターAOI
電話４８３－０４５４

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL.489－9960）

　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相
談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助など
を行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡して
ください。
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事
業所までご連絡ください。

あおい

健 康 づ く り コ ー ナ ー
みなさん！4月はスタートの季節！
今年の1年間も健康で過ごせるよう、年1回は健診を受け、健康管理に努めましょう！

けんしん（健診・検診）の種類と実施時期

献血のお知らせ

　１０：００～１２：００　JAながみね野上支店

　１３：３０～１６：００　紀美野町工業団地（前田鉄工）

　１０：００～１６：００　動物愛護センター

胸のレントゲン検診を受けましょう！
　５月の中頃に町内の各地区をレントゲ
ン車で巡回して、胸のレントゲン検診を
行います。
　この検診は、胸のレントゲン撮影によ
り、結核だけでなく、肺がんや心臓病等
の病気が発見されることもあります。自
覚症状（咳・痰など）がなくても年に１
回は検診を受けて、ご自分の体をチェッ
クしましょう。
＊日程などの詳細については、５月に各
戸配布にてお知らせ致します。

高齢者筋力トレーニング事業

各健診によって、実施時期が異なります。ご注意ください。

※各種健診の詳細につきましては、各戸配布される衛生カレンダーをご覧ください。

『シルバー転ばん塾』開催
　歳を重ねると、足腰の筋力が低下し、ちょっとした段でもつまずいたり、
動くことがおっくうになったりしがちです。そこで、いくつになっても元気
で生き生きとした生活を続けられるよう、町では高齢者筋力トレーニング事
業『転ばん塾』を開催しています。
　『転ばん塾』では、
・体の柔軟性を保つためのストレッチ
・心肺機能を高め、持久力をつけるためのステップ運動
・筋力をつける筋力トレーニング　等を中心に、1クール3ヶ月間、毎週1回（計
12回）で実施しています。
　平成19年度は、真国区民センター、長谷毛原健康センター、美里支所の3ヶ
所で開催しました。
　長谷毛原健康センターでは80才の方が『転ばん塾』を卒業され、真国区民センターではステップ台を自分達で

製作し、卒業後も毎週そのステップ台を使いトレー
ニングを続けています。
　参加される方は、「体力づくり、健康づくりを
したい。」「体の動きをよくしたい。」等を目的
にされる方が多く、3ヶ月終了後には、期待どおり
体力年齢の若返りと、「つまずきやふらつきが少
なくなった。」等の実感を確認できたようです。
　この『転ばん塾』も11期生が終了し、『元気塾』
（旧美里町での筋力トレーニング教室）と合わせ、
今までで町内では約170名の方が卒業されました。
卒業生の多くの方は、「仲間ができ、気分転換になっ
た。」と、福祉センター、かしこ荘、美里支所、
けやき集会所、長谷毛原健康センター、自然体験
世代交流センターの7ヶ所で意欲的に運動を継続さ
れています。
　平成20年度も、12期生からの教室がスタートし
ます。関心のある方はぜひご参加ください。開催
場所、日程等については、随時回覧でお知らせし
ます。

4月7日（月）

5月3日（土）

障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

平成20年 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

平成20年 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

メタボリックシンドロームを食い止め、
生活習慣病を防ぐ

特定健診・特定保健指導

糖尿病などの生活習慣病予防のための

健康診査

歯周疾患検診

国保人間ドック・歯科ドック

（胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・
乳がん検診・子宮頸がん検診）

がん検診

40～74歳　健診【紀美野町国保被保険者は4～11月末予定】

75歳以上　健診【10～2月末】

30～74歳　健診【4～12月末予定】

満40歳・50歳・60歳・70歳　検診【通年】

20歳以上　検診【4～11月末予定】

※国保以外の医療保険に加入されている方は、それぞれの保険者にて、ご確認ください。

地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：３０～１７：３０）TEL４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（１７：３０以降）TEL４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々１４０８－４  紀美野町総合福祉センター内

虐待予防に関する相談窓口



4月の日程
■場　所：総合福祉センター
　　　　　2日・9日・16日・23日・30日
　　　　　　（毎週水曜日）
　　　　　美里支所　3日（木）・18日（金）
■時　間：午前9時～11時
■内　容：健康に関することすべて
■対象者：住民すべての方

健康・福祉
ガイド

海　南　保　健　所　だ　よ　り

★母子手帳・健康手帳をお持ちの方は、必ず
　持ってきて下さい。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・
　骨密度測定もおこないます。

お問い合わせ先
保健福祉課　電話４８９－９９６０
住民・福祉室　電話４９５－３４６４

事　業　名 対 象 ・ 内 容 等 日　　　時

健康診断書の作成
一般健康相談

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

エイズの各種相談
４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

９：００～１１：００
９：００～１１：００

心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

 ４月１７日（木）
※予約制です。

１３：３０～１７：００

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための

血液検査と登録手続きを行います。

４月 ８日（火）
４月２２日（火）

※予約制です。

１０：００～１１：００
１０：００～１１：００

検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場

合は約２週間後）にお知らせします。

４月２２日（火）

※予約制です。

１７：００～１９：００

お問い合わせ、お申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中939　（電話　482－0600）� 

保健センターだより保健センターだより
平成20年度前期衛生カレンダーをご覧下さい。

子育て支援センターからのお知らせ
★遊びの教室のご案内〈お申込みは、支援センター �４８９－９７１１ まで〉

○コアラ　　　　４月１５日（火）９：３０～１１：３０　福祉センター（はじめましての会）� 
○カンガルー　　４月２２日（火）９：３０～１１：００　福祉センター�  
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。�  

★子育て支援センター・自然体験世代交流センター開放、育児相談のお知らせ

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

※留守の場合は、第二保育所

健 康 相 談

エ イ ズ 検 査

医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００医 療安全相談

エイズ即日検査

受験願書の提出期限　４月２１日～４月２８日
・提出書類や受験資格等詳しいことは海南保健所へ
・受験願書は役場住民課、美里支所住民・福祉室、
　総合福祉センターに置いています。�

（試 験 日）６月１８日（水）

（試験会場）県民交流プラザビッグ愛

１３：００～１５：３０

調 理 師 試 験

検 便

こころの健康相

骨 髄 バ ン ク

登 録 検 査

子育て支援センター 毎　週　月　曜　日／午前９時～１１時３０分

　　　　　　　　　　午後２時～４時３０分

第１・３・５週の木曜日／午前９時～１１時３０分

毎月　第２・４週の木曜日／午前９時３０分～１１時３０分

育児相談 センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

自然体験世代交流センター 鎌滝６３６（�４９５－３１２７）

対　象　者 月　　日 場　所・時　間 予　約　先

精神障がいの方・
家族の方

４月１日（火）

総合福祉センター
9時30分～正午
美里支所
13時30分～16時

野上厚生病院内
相談支援事業者
電話４８９－２９０８

身体障がいや
知的障がいの方・
家族の方�

４月１６日（水）

総合福祉センター
9時30分～正午
美里支所
13時30分～16時

療育センターAOI
電話４８３－０４５４

お問い合わせは保健福祉課まで（TEL.489－9960）

　指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
　障がいのある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相
談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のための必要な援助など
を行います。
　巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡して
ください。
　なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事
業所までご連絡ください。

あおい

健 康 づ く り コ ー ナ ー
みなさん！4月はスタートの季節！
今年の1年間も健康で過ごせるよう、年1回は健診を受け、健康管理に努めましょう！

けんしん（健診・検診）の種類と実施時期

献血のお知らせ

　１０：００～１２：００　JAながみね野上支店

　１３：３０～１６：００　紀美野町工業団地（前田鉄工）

　１０：００～１６：００　動物愛護センター

胸のレントゲン検診を受けましょう！
　５月の中頃に町内の各地区をレントゲ
ン車で巡回して、胸のレントゲン検診を
行います。
　この検診は、胸のレントゲン撮影によ
り、結核だけでなく、肺がんや心臓病等
の病気が発見されることもあります。自
覚症状（咳・痰など）がなくても年に１
回は検診を受けて、ご自分の体をチェッ
クしましょう。
＊日程などの詳細については、５月に各
戸配布にてお知らせ致します。

高齢者筋力トレーニング事業

各健診によって、実施時期が異なります。ご注意ください。

※各種健診の詳細につきましては、各戸配布される衛生カレンダーをご覧ください。

『シルバー転ばん塾』開催
　歳を重ねると、足腰の筋力が低下し、ちょっとした段でもつまずいたり、
動くことがおっくうになったりしがちです。そこで、いくつになっても元気
で生き生きとした生活を続けられるよう、町では高齢者筋力トレーニング事
業『転ばん塾』を開催しています。
　『転ばん塾』では、
・体の柔軟性を保つためのストレッチ
・心肺機能を高め、持久力をつけるためのステップ運動
・筋力をつける筋力トレーニング　等を中心に、1クール3ヶ月間、毎週1回（計
12回）で実施しています。
　平成19年度は、真国区民センター、長谷毛原健康センター、美里支所の3ヶ
所で開催しました。
　長谷毛原健康センターでは80才の方が『転ばん塾』を卒業され、真国区民センターではステップ台を自分達で

製作し、卒業後も毎週そのステップ台を使いトレー
ニングを続けています。
　参加される方は、「体力づくり、健康づくりを
したい。」「体の動きをよくしたい。」等を目的
にされる方が多く、3ヶ月終了後には、期待どおり
体力年齢の若返りと、「つまずきやふらつきが少
なくなった。」等の実感を確認できたようです。
　この『転ばん塾』も11期生が終了し、『元気塾』
（旧美里町での筋力トレーニング教室）と合わせ、
今までで町内では約170名の方が卒業されました。
卒業生の多くの方は、「仲間ができ、気分転換になっ
た。」と、福祉センター、かしこ荘、美里支所、
けやき集会所、長谷毛原健康センター、自然体験
世代交流センターの7ヶ所で意欲的に運動を継続さ
れています。
　平成20年度も、12期生からの教室がスタートし
ます。関心のある方はぜひご参加ください。開催
場所、日程等については、随時回覧でお知らせし
ます。

4月7日（月）

5月3日（土）

障がい者巡回相談のお知らせ障がい者巡回相談のお知らせ

平成20年 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

平成20年 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

メタボリックシンドロームを食い止め、
生活習慣病を防ぐ

特定健診・特定保健指導

糖尿病などの生活習慣病予防のための

健康診査

歯周疾患検診

国保人間ドック・歯科ドック

（胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診・
乳がん検診・子宮頸がん検診）

がん検診

40～74歳　健診【紀美野町国保被保険者は4～11月末予定】

75歳以上　健診【10～2月末】

30～74歳　健診【4～12月末予定】

満40歳・50歳・60歳・70歳　検診【通年】

20歳以上　検診【4～11月末予定】

※国保以外の医療保険に加入されている方は、それぞれの保険者にて、ご確認ください。

地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８：３０～１７：３０）TEL４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（１７：３０以降）TEL４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々１４０８－４  紀美野町総合福祉センター内

虐待予防に関する相談窓口
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　国民年金は、20歳以上60歳未満のすべての方が加入す
る制度です。学生であっても保険料の納付義務があります。
国民年金保険料をきちんと納付することは、老後の年金受
給権を確保するだけでなく、在学中に病気やケガにより障
害の状態になったとき、障害基礎年金を受給するための備
えとなります。
　一般に学生は、収入がないかその額が低いと考えられま
す。そこで、前年度の所得が118万円以下であれば、申請
により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度が設
けられています。
　20歳を迎えたときや、4月になったら、学生納付特例の
申請ができます。
　手続き先は、お住まいの市町村役場や社会保険事務所で
す。確認書類として、学生証が必要です。
　今年度からは、前年度に学生納付特例制度の承認を受け
ている方で、在学中と考えられる方を対象に、4月初旬に
社会保険庁から申請はがきを送付します。必要事項を記入
して返信いただくことにより、簡単に引き続き申請ができ
るようになります。申請は4月末までにお願いします。なお、
前年度在学されていた学校等に変更のある方や、はがきが
届かない方は、お住まいの市町村役場や社会保険事務所で
手続きをしてください。

　法律により納付が免除された期間や、経済的に納付が困
難な場合の申請免除期間、若年者納付猶予期間、学生納付
特例期間の保険料は、過去10年以内であれば、遡って納め
ること(追納)ができます。追納することにより、将来受け
取る年金額を増やすことができます。
　平成20年度中に追納するときは、平成17年度以前の保
険料には、経過した年数に応じて加算があります。保険料
追納のお申込みは、お近くの社会保険事務所へお申込みく
ださい。

　平成20年度の年金額は、平成19年度の年金額が据え置
きとなりました。
＊老齢基礎年金（満額）月額６６，００８円
＊特別障害給付金　障害基礎年金１級相当　月額５万円
　　　　　　　　　　　　　　　２級相当　月額４万円
（ただし、本人が受給する他年金との調整や、本人の所得
により支給額が制限されます。）
＊国民年金保険料額　　１ヵ月　１４，４１０円
　３/４納付＝１０，８１０円　半額納付＝７，２１０円　
　１/４納付＝  ３，６００円
　保険料は、原則として翌月末日までに納めないと、思わ
ぬ事故にあった場合、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け
られないことがあります。また、２年を過ぎると納付でき
ません。納め忘れにご注意ください。

　平成20年度の浄化槽設置補助金の申し込みを４月か
ら募集します。専用住宅及び小規模な店舗等との併用
住宅について浄化槽の設置を予定されている方で、平
成21年3月末までに完成できる方に補助金を交付します。
【補助金額】５人槽　　　382,000円　
　　　６～７人槽 464,000円・８人槽以上 598,000円
【受付期間】４月１日～４月３０日
応募者多数の場合抽選
受付期間終了後予定基数に達しない場合は先着順で受
付します。
※補助金を受けていただく方に、保健所が行う浄化槽管理講習会を受講して
いただく必要がありますのでよろしくお願いします。受講料は無料です。
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学生のみなさん、
学生納付特例制度をご存知ですか？

平成20年度浄化槽設置希望者の募集

管轄保健所 開 催 日 区分 会　　場

保険料は追納できます
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９月３日

10月23日

12月３日

 ２月18日

７月11日

 ９月11日

 11月13日

 ２月６日

夜
夜
夜
昼
昼
夜
夜
昼

海南市下津交流センター
紀美野町総合福祉センター
海南市民会館大ホール
紀美野町総合福祉センター
紀の川市役所北別館
那賀振興局
紀の川市役所北別館
那賀振興局

７月中頃

７月31日

９月30日

12月１日

２月２日

３月31日

発送時期

第１期

第２期

第３期

第４期

第５期

【問合せ先】紀美野町役場建設課下水道係  TEL 489－5904

（昼の部：午後１時３０分～１時間程度／夜の部：午後７時～１時間程度）

海南保健所

岩出保健所

税　目 住民税
固定
資産税

軽
自動車税

国民健康
保険税

６月中頃

６月30日

９月１日

10月31日

２月２日

５月12日

６月２日

４月15日

４月30日

７月31日

12月25日

３月２日

納
　
　
　
期

平成20年度の年金額や、国民年金保険料額について



○遊休農地の解消と農地の流動化をはかるための事業
です。

○対象となる農用地は、所有者が耕作する意思がなく、
過去１年間以上農作物が栽培されておらず雑草木の
繁茂や障害物等のため、周辺農地の生産活動に著し
く支障を及ぼす恐れのある状態の遊休農地のことで、
その面積は10ａ以上とします。

○農業経営基盤強化促進法第18条に基づく｢農地利用
集積計画｣、農地法第３条に基づく権利移転が必要
になります。

○補助対象要件
（１）対象者が活用方法を提案
　　　（農地活用計画書を市町村が策定）
（２）３年以上の利用権設定等
（３）遊休農地の解消
（４）生産活動の再開、有効活用の実施
○補助金の交付単価
　解消にかかる経費：初年度に限り50千円／10ａ
○本事業を実施しようという方は、平成20年４月15
日（火）までに事業計画書、予算書、及び位置図等
を産業課または産業・建設室へ提出してください。

☆詳しくは、産業課（TEL 489-5901）または産業・
建設室（TEL 495-3462）へお問い合わせください。

就職に有利な専門的知識や技能を習得します。
募集訓練科・訓練期間　　
　・電気設備科　　　　　　５月８日（木）～10月29日（水）
　・情報システムサービス科　５月８日（木）～10月23日（木）
　・ＣＡＤ製図科　　　　　５月８日（木）～７月24日（木）
募集締切期日　４月11日（金）
受　講　料　無料（但し、テキスト代等は自己負担）
問い合わせ先　独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
　　　　　　　電話073（461）5649

　近年、鳥獣（イノシシ等）による農作物に対する被
害が増加しています。
　そのため、農作物を守るため田畑に「電気柵」が設
置されています。電気柵は、電気を流して鳥獣を田畑
に侵入させないものですので、

○電気柵等で農地を囲み、野生鳥獣による農作物への
被害を防止するための事業です。
○対象者は、２戸以上の農業者をもって組織する団体
とします。
○鳥獣害防止施設は、原則として５年以上の使用に耐
えるものとします。
○補助金は資材費のみが対象となり、県1/3以内、町
1/3以内、残額が個人負担になります。

○本事業を実施しようという団体は、平成20年４月
15日（火）までに事業計画書、予算書、見積書及
び位置図等を産業課または産業・建設室へ提出して
ください。

☆詳しくは、産業課（TEL 489-5901）または産業・
建設室（TEL 495-3462）へお問い合わせください。

電気柵を見かけたら触らないでください！！

平成20年度
和歌山県農作物鳥獣害防止対策事業について

平成20年度 和歌山県遊休農地解消支援事業について

職業訓練生の募集

平成20年度紀美野町農業経営支援事業について
　この事業は、農業経営の振興を目的として、個人又は共同体が行う果樹園内作業道整備、水田の水路整備などに
対し予算の範囲内で補助金を交付するものです。
　事業を実施しようとする方は、事業計画書等の書類が必要になります。詳細については、役場産業課（TEL 489-
5901）または産業・建設室（495-3462）へお問い合わせください。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集期限

平成20年5月30日

平成20年5月30日

平成20年5月30日

平成20年5月30日

水田、果樹園、畑等の耕作
道・水路の新設及び改良

農地の改良等

果樹、野菜、花卉園地の施
設化

果樹園、水田、畑地の防除
施設及びかん水施設整備

イノシシ捕獲檻の製作及び
購入

農作物被害防止施設整備
（資材費）

高品質生産対策（マルチ資
材費）　JAながみね経由

遊休農地解消対策

農地集積推進（賃借料、取
得費）

新産品産地化（経費）

道路幅2m・水路幅24cm以
上とし国県の補助対象外

農園地面積10a以上を有する
2名以上のグループ

基盤（擁壁等含む）区画
・フラット化

農園地面積10a以上を有する
2名以上のグループ

ハウス等の施設化
農園地面積1a以上を有する
2名以上のグループ

防除タンク・スプリンクラー

――――
網・わな猟免許取得者１人につき
5基以内（既に補助を受けている
方は残数とします。）

防護柵・電気柵 個人単独施工可
（農園地面積概ね3a以上）

対象作物：柿、みかん

遊休農地の解消を行う
国県の補助対象外

遊休農地１a以上を３年以上借受、
生産活動の継続を行う農業者

農地を借り受け及び取得
して規模拡大を行う

認定農業者または49歳以下の
農業者

新しい産品による産地化
の支援を行う

認定農業者または49歳以下の
農業者が行う産地化づくり
（概ね30a以上）

1グループあたり500千円

1グループあたり500千円

1グループあたり500千円

1グループあたり500千円

――――

１ｍあたり300円

１基あたり20千円

町1/3以内

町1/3以内

町1/3以内

町1/3以内

平成20年5月30日

――――

平成20年4月30日

町1/2以内

町1/3以内

平成20年5月30日町1/10以内

平成20年5月30日町1/3以内

平成20年12月26日町1/3以内

１農家あたり年間150千円
以内（初年度のみ）　

１農家あたり年間100千円
（補助期間3年）

１人あたり年間100千円
（賃借は補助期間3年、
取得は初年度のみ）

１ａあたり
5千円

――――

――――

－－－

絶対に触らないようにしてください。



■
司
会
　
加
羽
沢
美
濃
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）
　
伊
藤
健
三
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
出
演
　
ソ
プ
ラ
ノ
・
田
邉
織

恵
　
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
・
中

村
勝
樹
　
脇
山
幹
士
　

■
申
込
方
法
（
入
場
無
料
・
要

整
理
券
）
　
郵
便
往
復
は
が

き
の
往
信
用
裏
面
に
「
郵
便

番
号
、
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
」
、
返
信
用
表
面
に
「
郵
便

番
号
、
住
所
、
名
前
」
を
書

き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
（
１
枚
２
名
様

分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
宛
先
　
〒
６
４
０
―
８
５
５
６

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
「
名

曲
リ
サ
イ
タ
ル
」
係
り

■
締
切
り
　
４
月
７
日（
月
）必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
や
必
要
事
項
に
不

備
が
あ
る
場
合
は
無
効
で
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た

情
報
は
、
受
信
料
の
お
願
い

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
主
催
　
紀
美
野
町
　
紀
美
野

町
教
育
委
員
会
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和

歌
山
放
送
局

■
問
合
せ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
　

ま
た
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放

送
局
　
電
話
４
２
４
―
８
１
１
１

♪
演
奏
曲
目
（
予
定
）
♪

■
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
競
艇
（
ロ
ッ

シ
ー
ニ
）
■
歌
劇
「
セ
ビ
リ
ア
の

理
髪
師
」
か
ら
「
今
の
歌
声
は
」

（
ロ
ッ
シ
ー
ニ
）
■
２
台
の
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
　
二
長
調
　

Ｋ．
４
４
８
か
ら
第
１
楽
章
（
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
）
■
幻
想
曲
へ
短
調
　

Ｄ．
９
４
０
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）

他

4
月
20
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜（
１
時
開
場
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　
初
め
て
の
演
奏
会
を
迎
え
る

団
員
、ま
た
、こ
の
演
奏
会
で
卒

団
す
る
団
員
、み
ん
な
で
一
生
懸

命
練
習
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん

練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
観
に
来
て

く
だ
さ
い
！

■
曲
目
　
「
紀
美
野
町
民
歌
」・

　
「
エ
ー
ル
」・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
11

　
ぴ
き
の
ね
こ
」
他

■
賛
助
出
演
　
海
南
児
童
合

　
唱
団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス「
リ
リ

　
ア
ン
コ
ー
ル
き
み
の
」

＊
ご
来
場
者
の
方
、先
着
１
０
０

名
さ
ま
に
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
四
月
―
こ
の
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
桜
の
花
も
満
開
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
生
涯
学
習
課
行
事
に
御
参

加
、
御
協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

初
め
て
社
会
に
出
る
人
、
学
校
の
新
一
年

生
と
な
る
人
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
様
々

で
す
が
、
気
持
ち
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
は

同
じ
で
す
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、

と
言
い
ま
す
が
年
度
が
新
し
く
な
る
四
月

も
、
仕
事
に
対
し
て
或
い
は
勉
強
に
対
し

て
、
計
画
し
て
意
気
込
み
を
持
っ
て
取
り

か
か
る
時
期
と
い
え
ま
す
。
特
に
暖
か
く

な
る
季
節
、
幅
広
く
活
躍
で
き
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。
た
だ
、
き
ち
ん
と
目
標
を
掲

げ
た
計
画
を
し
な
い
と
何
も
実
ら
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
で
は
二
十
年
度
も
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
計
画
し
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
催
し
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
皆
様

が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
に
合
う
よ
う
な

活
動
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音  

名
曲
リ
サ
イ
タ
ル

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念

4
月
17
日（
木
）
開
場
・
午
後
5
時
15
分
　
開
演
・
午
後
6
時
（
予
定
）

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL  489－5915
　学事・生涯学習室
　　TEL  495－9055

文化センター
　　TEL  495－9055

中央公民館
　　TEL  489－5915

小川地区公民館
　　TEL  489－4511

志賀野地区公民館
　　TEL  489－5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL  498－0521

自然体験世代交流センター
　　TEL  495－3127

天文台
　　TEL  498－0305

生
涯
学
習
情
報

「
目
標
を
掲
げ
た
計
画
を
」

山
　
　
彦
　
　
　
第
33
号

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
　
脇
山
　
幹
士

昨年の
ミュージカル風景

みんなで「イェーイ！」 工作教室 夏の観察教室

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
　
中
村
　
勝
樹

ソ
プ
ラ
ノ
　
田
邉
　
織
恵

　
中
央
公
民
館
で
は
月
曜
日
〜

金
曜
日
（
休
館
日
は
除
く
）
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
水
曜
日
（
両

施
設
共
午
後
２
時
〜
５
時
）
に

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
と
し
て
、
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
勉
強

し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
場
所

で
す
。
中
で
も
、
毎
週
水
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
「
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
」
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
行
事
を
し
ま
す
の
で
皆

さ
ん
遊
び
に
き
て
ね
！

■
中
央
公
民
館

２
日
　
布
ぞ
う
り
作
り

９
日
　
挑
戦
「
世
界
地
図
パ
ズ
ル
」

16
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
（
の
い
ち
ご
の
会
）

23
・
30
日
　
新
聞
紙
で
折
る
兜

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
（
ほ
た
る
）

９
日
　
布
ぞ
う
り
作
り

16
日
　
挑
戦
「
世
界
地
図
パ
ズ
ル
」

23
・
30
日
　
新
聞
紙
で
折
る
兜

■
小
川
地
区
公
民
館
（
移
動
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
）

18
日
　
午
後
３
時
　
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

４
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ワ
イ
エ

■
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
マ

ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
・
シ
ャ
ボ
ン

玉
・
お
や
つ 

他
（
す
べ
て
無

料
で
す
）

み
ん
な
あ
そ
び
に
来
て
ね
！

■
主
催
・
問
合
せ
　
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
電
話
４
８
９
・
５
９

０
９
）

　
町
民
ま
た
は
、
町
内
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
春
に

は
作
品
展
示
会
、
芸
能
発
表
会

が
あ
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
日

常
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
入

会
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

　
い
つ
で
も
誰
で
も
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
（
年
額
）
は
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
５
０
０
円
、
大
人
１

５
０
０
円
（
老
人
ク
ラ
ブ
等
の

団
体
は
１
人
８
０
０
円
）

※
文
化
活
動
、
地
域
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
掛
金
に
つ

い
て
は
１
人
５
０
０
円
。

■
対
象
と
な
る
事
故

　
団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団

体
活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経

路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
午
前
０

時
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
午
後

12
時
（
申
込
み
受
付
は
随
時
）

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
２
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
　
１
時
間

（
「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

４
月
16
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
　
１
時
間

（
「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

　
道
上
翔
真
（
第
一
保
）

　
油
谷
泉
里
（
下
小
２
年
）

　
坂
口
美
瑠
（
下
小
２
年
）

　
井
元
裕
真
（
下
小
４
年
）

　
松
本
　
渉
（
下
小
４
年
）

　
紺
谷
文
香
（
下
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

　
辻
井
佑
果
（
下
小
３
年
）

　
西
岡
と
も
み
（
野
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

　
前
久
保
美
優
（
下
小
２
年
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
黒
髪
」  

谷
村
志
穂
・
著

■
「
乳
と
卵
」
川
上
未
映
子
・
著

■
「
ブ
ラ
ッ
ク
ぺ
ア
ン
１
９
８
８
」

　
　
　
　
　
　
　   

海
堂
尊
・
著

■
「
流
星
の
絆
」
東
野
圭
吾
・
著

■
「
星
空
手
帳
」
大
野
裕
明
・
著

■
「
ね
こ
と
あ
ひ
る
の
ふ
た
り

　 

ぐ
ら
し
」
わ
た
な
べ
大
・
著

■
「
こ
の
し
っ
ぽ
だ
あ
れ
？
」

　
い
し
か
わ
こ
う
じ
・
著
　
他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
こ
こ
ろ
げ
そ
う
」
畠
中
恵
・
著

■
「
阪
急
電
車
」
有
川
浩
・
著

■
「
甘
い
薬
害
　
上
・
下
」

　
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
シ
ャ
ム
・
著

■
「
遺
し
た
い
言
葉
」

　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴
・
著

■
「
う
さ
ぎ
座
の
夜
」

　
　
　
　
　
味
戸
け
い
こ
・
絵

■
「
そ
ら
ま
め
と
わ
ら
と
す
み
」

　
　
　
　
　
　
川
上
越
子
・
絵

■
「
医
学
の
た
ま
ご
」

　
　
　
　
　
海
堂
尊
・
作
　
他

＊
中
央
公
民
館
で
は
県
立
図
書

館
よ
り
青
少
年
文
庫
約
五
百

冊
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
室
だ
よ
り

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

　
　
　
こ
ど
も
の
つ
ど
い

「
春
風
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
！
」

文
化
協
会
の
会
員
を
募
集
中
！

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
！
」

第
２
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会
開
催
　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー



■
司
会
　
加
羽
沢
美
濃
（
ピ
ア

ニ
ス
ト
）
　
伊
藤
健
三
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

■
出
演
　
ソ
プ
ラ
ノ
・
田
邉
織

恵
　
ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
・
中

村
勝
樹
　
脇
山
幹
士
　

■
申
込
方
法
（
入
場
無
料
・
要

整
理
券
）
　
郵
便
往
復
は
が

き
の
往
信
用
裏
面
に
「
郵
便

番
号
、
住
所
、
名
前
、
電
話
番

号
」
、
返
信
用
表
面
に
「
郵
便

番
号
、
住
所
、
名
前
」
を
書

き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
入
場
整
理
券
（
１
枚
２
名
様

分
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
宛
先
　
〒
６
４
０
―
８
５
５
６

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
「
名

曲
リ
サ
イ
タ
ル
」
係
り

■
締
切
り
　
４
月
７
日（
月
）必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

※
応
募
は
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
や
必
要
事
項
に
不

備
が
あ
る
場
合
は
無
効
で
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た

情
報
は
、
受
信
料
の
お
願
い

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
主
催
　
紀
美
野
町
　
紀
美
野

町
教
育
委
員
会
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和

歌
山
放
送
局

■
問
合
せ
　
文
化
セ
ン
タ
ー
　

ま
た
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放

送
局
　
電
話
４
２
４
―
８
１
１
１

♪
演
奏
曲
目
（
予
定
）
♪

■
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
競
艇
（
ロ
ッ

シ
ー
ニ
）
■
歌
劇
「
セ
ビ
リ
ア
の

理
髪
師
」
か
ら
「
今
の
歌
声
は
」

（
ロ
ッ
シ
ー
ニ
）
■
２
台
の
ピ
ア

ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
　
二
長
調
　

Ｋ．
４
４
８
か
ら
第
１
楽
章
（
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
）
■
幻
想
曲
へ
短
調
　

Ｄ．
９
４
０
（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）

他

4
月
20
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜（
１
時
開
場
）

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

　
初
め
て
の
演
奏
会
を
迎
え
る

団
員
、ま
た
、こ
の
演
奏
会
で
卒

団
す
る
団
員
、み
ん
な
で
一
生
懸

命
練
習
し
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん

練
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
観
に
来
て

く
だ
さ
い
！

■
曲
目
　
「
紀
美
野
町
民
歌
」・

　
「
エ
ー
ル
」・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
11

　
ぴ
き
の
ね
こ
」
他

■
賛
助
出
演
　
海
南
児
童
合

　
唱
団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス「
リ
リ

　
ア
ン
コ
ー
ル
き
み
の
」

＊
ご
来
場
者
の
方
、先
着
１
０
０

名
さ
ま
に
花
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
四
月
―
こ
の
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
桜
の
花
も
満
開
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
生
涯
学
習
課
行
事
に
御
参

加
、
御
協
力
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
、
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

初
め
て
社
会
に
出
る
人
、
学
校
の
新
一
年

生
と
な
る
人
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
は
様
々

で
す
が
、
気
持
ち
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
は

同
じ
で
す
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
、

と
言
い
ま
す
が
年
度
が
新
し
く
な
る
四
月

も
、
仕
事
に
対
し
て
或
い
は
勉
強
に
対
し

て
、
計
画
し
て
意
気
込
み
を
持
っ
て
取
り

か
か
る
時
期
と
い
え
ま
す
。
特
に
暖
か
く

な
る
季
節
、
幅
広
く
活
躍
で
き
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。
た
だ
、
き
ち
ん
と
目
標
を
掲

げ
た
計
画
を
し
な
い
と
何
も
実
ら
ず
に
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
で
は
二
十
年
度
も
い
ろ
い
ろ

な
行
事
を
計
画
し
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
催
し
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
皆
様

が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
が
い
に
合
う
よ
う
な

活
動
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音  

名
曲
リ
サ
イ
タ
ル

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
開
館
10
周
年
記
念

4
月
17
日（
木
）
開
場
・
午
後
5
時
15
分
　
開
演
・
午
後
6
時
（
予
定
）

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL  489－5915
　学事・生涯学習室
　　TEL  495－9055

文化センター
　　TEL  495－9055

中央公民館
　　TEL  489－5915

小川地区公民館
　　TEL  489－4511

志賀野地区公民館
　　TEL  489－5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL  498－0521

自然体験世代交流センター
　　TEL  495－3127

天文台
　　TEL  498－0305

生
涯
学
習
情
報

「
目
標
を
掲
げ
た
計
画
を
」

山
　
　
彦
　
　
　
第
33
号

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
　
脇
山
　
幹
士

昨年の
ミュージカル風景

みんなで「イェーイ！」 工作教室 夏の観察教室

ピ
ア
ノ
・
デ
ュ
オ
　
中
村
　
勝
樹

ソ
プ
ラ
ノ
　
田
邉
　
織
恵

　
中
央
公
民
館
で
は
月
曜
日
〜

金
曜
日
（
休
館
日
は
除
く
）
、

文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
水
曜
日
（
両

施
設
共
午
後
２
時
〜
５
時
）
に

子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な

居
場
所
と
し
て
、
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
を
開
設
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
勉
強

し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
場
所

で
す
。
中
で
も
、
毎
週
水
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時
ま
で
「
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
」
と
し
て
、
次
の

よ
う
な
行
事
を
し
ま
す
の
で
皆

さ
ん
遊
び
に
き
て
ね
！

■
中
央
公
民
館

２
日
　
布
ぞ
う
り
作
り

９
日
　
挑
戦
「
世
界
地
図
パ
ズ
ル
」

16
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
（
の
い
ち
ご
の
会
）

23
・
30
日
　
新
聞
紙
で
折
る
兜

■
文
化
セ
ン
タ
ー

２
日
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
（
ほ
た
る
）

９
日
　
布
ぞ
う
り
作
り

16
日
　
挑
戦
「
世
界
地
図
パ
ズ
ル
」

23
・
30
日
　
新
聞
紙
で
折
る
兜

■
小
川
地
区
公
民
館
（
移
動
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
）

18
日
　
午
後
３
時
　
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
（
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
）

４
月
19
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

文
化
セ
ン
タ
ー
　
ホ
ワ
イ
エ

■
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
マ

ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
・
シ
ャ
ボ
ン

玉
・
お
や
つ 

他
（
す
べ
て
無

料
で
す
）

み
ん
な
あ
そ
び
に
来
て
ね
！

■
主
催
・
問
合
せ
　
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（
電
話
４
８
９
・
５
９

０
９
）

　
町
民
ま
た
は
、
町
内
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
春
に

は
作
品
展
示
会
、
芸
能
発
表
会

が
あ
り
、
う
る
お
い
の
あ
る
日

常
生
活
に
役
立
て
る
た
め
、
入

会
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
年
会
費
１
０
０
０
円
）

　
い
つ
で
も
誰
で
も
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
加
入
で
き
ま
す
。

掛
金
（
年
額
）
は
中
学
生
以
下

の
子
ど
も
５
０
０
円
、
大
人
１

５
０
０
円
（
老
人
ク
ラ
ブ
等
の

団
体
は
１
人
８
０
０
円
）

※
文
化
活
動
、
地
域
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
掛
金
に
つ

い
て
は
１
人
５
０
０
円
。

■
対
象
と
な
る
事
故

　
団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団

体
活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経

路
往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
午
前
０

時
〜
平
成
21
年
３
月
31
日
午
後

12
時
（
申
込
み
受
付
は
随
時
）

※
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で

お
は
な
し
会

■
文
化
セ
ン
タ
ー

４
月
２
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
　
１
時
間

（
「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

４
月
16
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
〜
　
１
時
間

（
「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆
さ
ん
）

た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ

【
百
冊
】

　
道
上
翔
真
（
第
一
保
）

　
油
谷
泉
里
（
下
小
２
年
）

　
坂
口
美
瑠
（
下
小
２
年
）

　
井
元
裕
真
（
下
小
４
年
）

　
松
本
　
渉
（
下
小
４
年
）

　
紺
谷
文
香
（
下
小
５
年
）

【
二
百
冊
】

　
辻
井
佑
果
（
下
小
３
年
）

　
西
岡
と
も
み
（
野
小
５
年
）

【
五
百
冊
】

　
前
久
保
美
優
（
下
小
２
年
）

新
刊
紹
介

中
央
公
民
館

■
「
黒
髪
」  

谷
村
志
穂
・
著

■
「
乳
と
卵
」
川
上
未
映
子
・
著

■
「
ブ
ラ
ッ
ク
ぺ
ア
ン
１
９
８
８
」

　
　
　
　
　
　
　   

海
堂
尊
・
著

■
「
流
星
の
絆
」
東
野
圭
吾
・
著

■
「
星
空
手
帳
」
大
野
裕
明
・
著

■
「
ね
こ
と
あ
ひ
る
の
ふ
た
り

　 

ぐ
ら
し
」
わ
た
な
べ
大
・
著

■
「
こ
の
し
っ
ぽ
だ
あ
れ
？
」

　
い
し
か
わ
こ
う
じ
・
著
　
他

文
化
セ
ン
タ
ー

■
「
こ
こ
ろ
げ
そ
う
」
畠
中
恵
・
著

■
「
阪
急
電
車
」
有
川
浩
・
著

■
「
甘
い
薬
害
　
上
・
下
」

　
ジ
ョ
ン
・
グ
リ
シ
ャ
ム
・
著

■
「
遺
し
た
い
言
葉
」

　
　
　
　
　
瀬
戸
内
寂
聴
・
著

■
「
う
さ
ぎ
座
の
夜
」

　
　
　
　
　
味
戸
け
い
こ
・
絵

■
「
そ
ら
ま
め
と
わ
ら
と
す
み
」

　
　
　
　
　
　
川
上
越
子
・
絵

■
「
医
学
の
た
ま
ご
」

　
　
　
　
　
海
堂
尊
・
作
　
他

＊
中
央
公
民
館
で
は
県
立
図
書

館
よ
り
青
少
年
文
庫
約
五
百

冊
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
室
だ
よ
り

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

わ
く
わ
く
！
じ
ど
う
か
ん

　
　
　
こ
ど
も
の
つ
ど
い

「
春
風
と
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
！
」

文
化
協
会
の
会
員
を
募
集
中
！

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

　
　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う
！
」

第
２
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会
開
催
　

紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー



着
膨
れ
て
物
干
竿
の
高
く
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

昼
寄
席
の
木
戸
を
潜
り
て
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

春
光
を
肌
に
も
ら
ひ
て
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

春
の
月
海
に
傾
斜
の
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

ぶ
ら
ん
こ
に
乗
れ
ば
昔
の
戻
り
来
る　
　
　
　
　
　

城
山
ふ
み
枝

茂
吉
忌
や
古
き
岩
波
新
書
借
り　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

歌
会
に
今
も
参
じ
て
赤
光
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口
義
子

再
び
の
い
の
ち
育
み
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

多
喜
二
忌
や
セ
ピ
ア
色
な
る
表
紙
開
け　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

菜
の
花
や
春
を
待
ち
か
ね
夢
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

子
や
孫
に
八
十
路
の
夢
は
果
て
し
な
い　
　
　
　
　
　

田
渕
竜
男

氷
雨
よ
り
雪
に
変
り
て
尉
鶲

　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
の
窓
に
羽
や
す
め
ゐ
る　
　
　

角
谷
と
し
み

始
め
て
の
客
を
む
か
え
る
小
正
月

　
　
　
　
　

蓬
つ
み
つ
み
老
い
て
は
い
ら
れ
ぬ　
　
　

黒
西
葉
子

気
が
つ
け
ば
独
り
言
言
う
私
か

　
　
　
　
　

電
話
ひ
と
つ
鳴
ら
な
い
一
日　
　
　
　
　

河
野
昭
子

お
手
玉
を
数
え
て
和
む
「
山
の
家
」

　
　
　
　
　

ひ
い
ふ
う
み
い
よ
う
長
峰
は
る
か　
　

竹
本
セ
ツ
子

押
し
花
は
浮
き
立
つ
よ
う
な
春
模
様

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
コ
の
少
女
ほ
ほ
笑
み
て
お
り　

梶
谷
美
瑳
子

暖
か
い
日
差
し
や
っ
と
春
が
来
た

　
　
　
　
　

お
ひ
な
さ
ま
に
桃
の
花
上
げ
ま
し
ょ
う　

椎
山
初
子

吾
が
背
に
合
わ
せ
て
剪
定
柿
の
木
は

　
　
　
　
　

次
第
に
そ
の
丈
低
く
な
り
ゆ
く　
　
　

西
山
カ
ズ
エ

静
け
さ
の
中
よ
り
聴
こ
ゆ
君
の
声

　
　
　
　
　

想
い
は
つ
の
る
雪
降
る
夜
は　
　
　
　
　

梶
谷
知
子

　
２
月
24
日
（
日
）
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、

昨
年
度
の
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
主
要

大
会
の
上
位
入
賞
が
参
加
資
格

と
な
る
大
会
が
開
催
さ
れ
、
フ
ェ

ア
で
強
靭
な
精
神
と
優
れ
た
技

量
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
　
）

内
は
住
居
地
と
ス
コ
ア
《
敬
称

略
》

■
男
性
優
勝 

西
林
良
樹
（
和

歌
山
市
88
）
２
位 

横
山
勝
明
（
和

歌
山
市
90
）
３
位 

谷
垣
内
和

夫
（
福
田
93
）

■
女
性
優
勝 

中
時
子
（
永
谷

93
）
２
位 

井
上
満
智
子
（
福
田

109
）
３
位 

仲
節
子
（
福
田
111
）

　
３
月
２
日
（
日
）
の
か
み
ふ

れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
、
１
０
７
名
が
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
　
）

内
は
住
居
地
と
打
数
ま
た
は
ホ
ー

ル
《
敬
称
略
》

■
男
性
優
勝 

和
中
重
男
（
紀

の
川
市
110
）
２
位 

藪
上
浩
（
岩

出
市
111
）
３
位 

高
垣
正
幸
（
下

佐
々
111
）

■
女
性
優
勝 

原
千
津
子
（
徳

島
県
119
）
２
位 

楠
根
ツ
ヤ
子
（
岩

出
市
121
）
３
位 

太
田
江
津
子
（
下

佐
々
124
）

■
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
　
木
村
勲
（
和

歌
山
市
　
北
６
）

■
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
　
野
口
清

子
（
橋
本
市
　
東
１
）
他
６
名

「
た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
に

寄
せ
て
」

第
一
保
育
所
保
護
者
　
山
本
潤
子

今
日
の
ご
飯
は
何
を
つ
く
ろ
う

か
な
？
　
さ
っ
き
は
怒
り
す
ぎ

た
か
な
ぁ
。
保
育
所
で
、
学
校

で
、
今
頃
ど
う
し
て
い
る
か
な
？

ず
っ
と
元
気
で
、
一
緒
に
い
た

い
な
ぁ･･･

。
次
か
ら
次
へ
と
思
っ

た
り
、
考
え
た
り
し
て
い
る
内

に
、
一
日
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
迷
っ
た
り
、

焦
っ
た
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
一
生
懸
命
に
な
り
過

ぎ
て
、
し
ん
ど
い
っ
て
感
じ
た

り
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
で
も

こ
う
し
て
一
歩
外
に
出
て
み
る

と
「
あ
の
ね
」
「
そ
う
な
の
？
」

と
心
の
ド
ア
を
小
さ
く
ノ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
人
や
、
思
い
が
け

な
い
風
や
光
を
送
っ
て
く
れ
る

人
、
そ
れ
に
自
分
の
か
た
く
な

な
、
ち
ぢ
こ
ま
っ
た
気
持
ち
を

受
け
と
め
て
く
れ
る
人
た
ち
に

出
会
い
ま
す
。
色
々
な
人
の
思

い
に
耳
を
傾
け
た
り
、
ま
た
話

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
元
気
に
な
っ
て
い
く
私
が

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が

え
の
な
い
人
だ
か
ら
、
あ
る
が

ま
ま
に
生
き
て
い
け
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

こ
こ
に
来
て
、
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、
新
し
い
自
分

と
も
出
会
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

時
　
代
　
室
町
時
代

所
在
地
　
下
佐
々
　
大
師
堂

　
十
三
仏
と
は
、
不
動
明
王
、

釈
迦
如
来
、
文
殊
（
も
ん
じ
ゅ
）

菩
薩
、
普
賢
（
ふ
げ
ん
）
菩
薩
、

地
蔵
菩
薩
、弥
勒（
み
ろ
く
）菩

薩
、薬
師
如
来
、観
音
菩
薩
、勢

至
（
せ
い
し
）
菩
薩
、阿
弥
陀
如

来
、
阿
　
（
あ
し
ゅ
く
）
如
来
、

大
日
如
来
、
虚
空
蔵
（
こ
く
う

ぞ
う
）菩
薩
を
い
い
ま
す
。
本
仏

像
は
、通
例
な
ら
ば
画
像
が
多

い
十
三
仏
を
彫
像
で
表
現
し
た

数
少
な
い
作
例
で
す
。
十
三
仏

の
う
ち
、現
存
す
る
の
は
八
　（
は
っ

く
）の
み
で
す
、上
段
に
は
向
か
っ

て
右
か
ら
阿
弥
陀
如
来
、地
蔵

菩
薩
、
薬
師
如
来
の
三
尊
、
中

段
に
は
同
じ
く
向
か
っ
て
右
か

ら
観
音
菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
虚

空
蔵
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
阿
　

如
来
の
五
尊
を
配
し
ま
す
。
各

尊
像
は
、木
造
、彫
眼
。
造
立
年

代
は
室
町
時
代
に
ま
で
遡
る
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
南
北
に
長
い
日
本
列
島
は
、

気
候
・
風
土
が
と
て
も
豊
か
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ス
40
℃
を
記
録
す
る

北
海
道
か
ら
雪
の
降
ら
な
い
沖

縄
ま
で
、
そ
の
気
候
は
様
々
で

す
。
こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

緯
度
の
違
い
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

北
は
北
緯
45
度
か
ら
南
は
25
度

と
、
そ
の
差
は
20
度
に
達
し
ま

す
。
緯
度
の
差
は
、
気
候
だ
け

で
な
く
見
え
る
星
に
も
影
響
し

ま
す
。
太
陽
の
南
中
（
な
ん
ち
ゅ

う
）
高
度
や
北
極
星
の
高
さ
は
、

そ
の
ま
ま
見
た
目
に
変
わ
り
ま

す
。
更
に
は
、
見
え
る
星
座
も

変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
沖
縄
県

の
石
垣
島
で
は
、
南
半
球
の
星

座
と
し
て
知
ら
れ
る
南
十
字
星

が
、
水
平
線
に
顔
を
出
し
ま
す
。

当
然
、
南
半
球
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ま
で
行
け
ば
、
頭
上
高
く
に

輝
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
場
所

が
変
わ
れ
ば
、
見
え
る
星
も
見

え
方
も
変
わ
り
ま
す
。
各
地
の

星
空
を
見
比
べ
て
、
地
域
の
違

い
や
更
に
は
地
球
の
丸
み
ま
で

思
い
描
け
る
…
そ
ん
な
体
験
を

し
て
頂
け
る
よ
う
、
各
地
で
の

撮
影
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
く

天
文
台
で
公
開
致
し
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
文
責
：
小
澤
友
彦
）

　
本
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
地

元
毛
原
で
実
施
さ
れ
た
「
毛
原
っ

子
通
学
合
宿
」
を
、
学
校
行
事

と
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
通
学
合
宿
は
、
二
泊
三

日
の
間
、
子
ど
も
た
ち
が
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
自
分
で
考

え
行
動
し
、
生
き
る
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
も
ら
い

湯
を
し
た
り
、
食
事
の
用
意
を

し
た
り
、
ま
た
、
地
元
の
方
か

ら
長
谷
毛
原
の
歴
史
等
に
つ
い

て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
大
成
美
里
分
校
の
生
徒

さ
ん
に
勉
強
を
み
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
普
段
の
生
活
と
は
異

な
っ
た
多
く
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
、
地
元
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
機

運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
ね
ら
い
で
し
た

が
、
三
日
間
、
延
べ
60
名
以
上

の
地
域
の
方
々
に
協
力
い
た
だ

き
、
ま
さ
に
、
地
域
全
体
で
毛

原
の
子
ど
も
た
ち
を
お
世
話
い

た
だ
い
た
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

平
成
19
年
度
紀
美
野
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

平
成
19
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

そ
の
24

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

木
造
厨
子
入
十
三
仏
像

歌　

の　

小　

道

「
各
地
の
星
空
」

「
毛
原
っ
子
通
学
合
宿
」

紀
美
野
町
立
毛
原
小
学
校

ご
と

や
そ
じ

「
読
書
サ
ー
ク
ル
」

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

―
平
成
19
年
度
の
学
級
が
終
了

し
、感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
―

ひ
と
ひ

じ
ょ
う
び
た
き

　
私
た
ち
は
、
中
央
公
民
館
で
、

毎
月
第
一
木
曜
日
13
時
か
ら
16

時
ま
で
、
元
高
校
教
師
の
口
井

先
生
に
古
典
を
習
っ
て
い
ま
す
。

部
員
は
６
名
、
50
代
か
ら
80
代

の
美
女
ば
か
り
。
「
古
典
」
と

聞
く
だ
け
で
敬
遠
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
が
、
先
生
の
解
説
で
「
和

歌
」
や
「
か
な
文
」
に
親
し
み
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
「
古
典
を
種
に
雑
談
」
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
だ
け
日

本
文
化
に
触
れ
、
繊
細
な
感
性

に
気
づ
か
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で

す
。
当
初
は
読
み
づ
ら
く
苦
労

し
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
４
月
か
ら
「
土
佐

日
記
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
予

習
・
復
習
は
不
要
、
テ
ス
ト
も

あ
り
ま
せ
ん
。
声
に
出
し
て

古
文
を
読

み
ま
せ
ん

か
？
興
味

の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
一
度

体
験
入
部

し
て
下
さ
い
。

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
終
了

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
ピ
ナ
ク
ル
ズ
で
の
星
空

（
矢
動
丸
台
長
・

　
　
　
　
　
　
山
口
研
究
員
撮
影
）



着
膨
れ
て
物
干
竿
の
高
く
な
り　
　
　
　
　
　
　
　

手
拝
て
る
代

昼
寄
席
の
木
戸
を
潜
り
て
春
シ
ョ
ー
ル　
　
　
　
　
　

池
上
幸
子

春
光
を
肌
に
も
ら
ひ
て
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　

今
野
昭
子

春
の
月
海
に
傾
斜
の
露
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　

口
井
ト
シ
子

ぶ
ら
ん
こ
に
乗
れ
ば
昔
の
戻
り
来
る　
　
　
　
　
　

城
山
ふ
み
枝

茂
吉
忌
や
古
き
岩
波
新
書
借
り　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上
ひ
と
み

歌
会
に
今
も
参
じ
て
赤
光
忌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
口
義
子

再
び
の
い
の
ち
育
み
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
惇
子

多
喜
二
忌
や
セ
ピ
ア
色
な
る
表
紙
開
け　
　
　
　
　
　

田
代
哲
郎

菜
の
花
や
春
を
待
ち
か
ね
夢
つ
な
ぐ　
　
　
　
　
　
　
　

浴
俊
夫

子
や
孫
に
八
十
路
の
夢
は
果
て
し
な
い　
　
　
　
　
　

田
渕
竜
男

氷
雨
よ
り
雪
に
変
り
て
尉
鶲

　
　
　
　
　

ガ
ラ
ス
の
窓
に
羽
や
す
め
ゐ
る　
　
　

角
谷
と
し
み

始
め
て
の
客
を
む
か
え
る
小
正
月

　
　
　
　
　

蓬
つ
み
つ
み
老
い
て
は
い
ら
れ
ぬ　
　
　

黒
西
葉
子

気
が
つ
け
ば
独
り
言
言
う
私
か

　
　
　
　
　

電
話
ひ
と
つ
鳴
ら
な
い
一
日　
　
　
　
　

河
野
昭
子

お
手
玉
を
数
え
て
和
む
「
山
の
家
」

　
　
　
　
　

ひ
い
ふ
う
み
い
よ
う
長
峰
は
る
か　
　

竹
本
セ
ツ
子

押
し
花
は
浮
き
立
つ
よ
う
な
春
模
様

　
　
　
　
　

ブ
ラ
ン
コ
の
少
女
ほ
ほ
笑
み
て
お
り　

梶
谷
美
瑳
子

暖
か
い
日
差
し
や
っ
と
春
が
来
た

　
　
　
　
　

お
ひ
な
さ
ま
に
桃
の
花
上
げ
ま
し
ょ
う　

椎
山
初
子

吾
が
背
に
合
わ
せ
て
剪
定
柿
の
木
は

　
　
　
　
　

次
第
に
そ
の
丈
低
く
な
り
ゆ
く　
　
　

西
山
カ
ズ
エ

静
け
さ
の
中
よ
り
聴
こ
ゆ
君
の
声

　
　
　
　
　

想
い
は
つ
の
る
雪
降
る
夜
は　
　
　
　
　

梶
谷
知
子

　
２
月
24
日
（
日
）
農
村
総
合

セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
で
、

昨
年
度
の
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
主
要

大
会
の
上
位
入
賞
が
参
加
資
格

と
な
る
大
会
が
開
催
さ
れ
、
フ
ェ

ア
で
強
靭
な
精
神
と
優
れ
た
技

量
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
　
）

内
は
住
居
地
と
ス
コ
ア
《
敬
称

略
》

■
男
性
優
勝 

西
林
良
樹
（
和

歌
山
市
88
）
２
位 

横
山
勝
明
（
和

歌
山
市
90
）
３
位 

谷
垣
内
和

夫
（
福
田
93
）

■
女
性
優
勝 

中
時
子
（
永
谷

93
）
２
位 

井
上
満
智
子
（
福
田

109
）
３
位 

仲
節
子
（
福
田
111
）

　
３
月
２
日
（
日
）
の
か
み
ふ

れ
あ
い
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

で
、
１
０
７
名
が
、
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
競
い
ま
し
た
。
大
会
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
　
）

内
は
住
居
地
と
打
数
ま
た
は
ホ
ー

ル
《
敬
称
略
》

■
男
性
優
勝 

和
中
重
男
（
紀

の
川
市
110
）
２
位 

藪
上
浩
（
岩

出
市
111
）
３
位 

高
垣
正
幸
（
下

佐
々
111
）

■
女
性
優
勝 

原
千
津
子
（
徳

島
県
119
）
２
位 

楠
根
ツ
ヤ
子
（
岩

出
市
121
）
３
位 

太
田
江
津
子
（
下

佐
々
124
）

■
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
　
木
村
勲
（
和

歌
山
市
　
北
６
）

■
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
　
野
口
清

子
（
橋
本
市
　
東
１
）
他
６
名

「
た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
に

寄
せ
て
」

第
一
保
育
所
保
護
者
　
山
本
潤
子

今
日
の
ご
飯
は
何
を
つ
く
ろ
う

か
な
？
　
さ
っ
き
は
怒
り
す
ぎ

た
か
な
ぁ
。
保
育
所
で
、
学
校

で
、
今
頃
ど
う
し
て
い
る
か
な
？

ず
っ
と
元
気
で
、
一
緒
に
い
た

い
な
ぁ･･･

。
次
か
ら
次
へ
と
思
っ

た
り
、
考
え
た
り
し
て
い
る
内

に
、
一
日
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
き
ま
す
。
迷
っ
た
り
、

焦
っ
た
り
、
不
安
に
な
っ
た
り
、

ち
ょ
っ
と
一
生
懸
命
に
な
り
過

ぎ
て
、
し
ん
ど
い
っ
て
感
じ
た

り
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
で
も

こ
う
し
て
一
歩
外
に
出
て
み
る

と
「
あ
の
ね
」
「
そ
う
な
の
？
」

と
心
の
ド
ア
を
小
さ
く
ノ
ッ
ク

し
て
く
れ
る
人
や
、
思
い
が
け

な
い
風
や
光
を
送
っ
て
く
れ
る

人
、
そ
れ
に
自
分
の
か
た
く
な

な
、
ち
ぢ
こ
ま
っ
た
気
持
ち
を

受
け
と
め
て
く
れ
る
人
た
ち
に

出
会
い
ま
す
。
色
々
な
人
の
思

い
に
耳
を
傾
け
た
り
、
ま
た
話

を
し
た
り
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
元
気
に
な
っ
て
い
く
私
が

い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
そ

し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
か
け
が

え
の
な
い
人
だ
か
ら
、
あ
る
が

ま
ま
に
生
き
て
い
け
た
ら
い
い

な
ぁ
と
思
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

こ
こ
に
来
て
、
泣
い
た
り
笑
っ

た
り
し
な
が
ら
、
新
し
い
自
分

と
も
出
会
え
た
ら
い
い
で
す
ね
。

時
　
代
　
室
町
時
代

所
在
地
　
下
佐
々
　
大
師
堂

　
十
三
仏
と
は
、
不
動
明
王
、

釈
迦
如
来
、
文
殊
（
も
ん
じ
ゅ
）

菩
薩
、
普
賢
（
ふ
げ
ん
）
菩
薩
、

地
蔵
菩
薩
、弥
勒（
み
ろ
く
）菩

薩
、薬
師
如
来
、観
音
菩
薩
、勢

至
（
せ
い
し
）
菩
薩
、阿
弥
陀
如

来
、
阿
　
（
あ
し
ゅ
く
）
如
来
、

大
日
如
来
、
虚
空
蔵
（
こ
く
う

ぞ
う
）菩
薩
を
い
い
ま
す
。
本
仏

像
は
、通
例
な
ら
ば
画
像
が
多

い
十
三
仏
を
彫
像
で
表
現
し
た

数
少
な
い
作
例
で
す
。
十
三
仏

の
う
ち
、現
存
す
る
の
は
八
　（
は
っ

く
）の
み
で
す
、上
段
に
は
向
か
っ

て
右
か
ら
阿
弥
陀
如
来
、地
蔵

菩
薩
、
薬
師
如
来
の
三
尊
、
中

段
に
は
同
じ
く
向
か
っ
て
右
か

ら
観
音
菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
虚

空
蔵
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
阿
　

如
来
の
五
尊
を
配
し
ま
す
。
各

尊
像
は
、木
造
、彫
眼
。
造
立
年

代
は
室
町
時
代
に
ま
で
遡
る
も

の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
南
北
に
長
い
日
本
列
島
は
、

気
候
・
風
土
が
と
て
も
豊
か
で

す
。

　
マ
イ
ナ
ス
40
℃
を
記
録
す
る

北
海
道
か
ら
雪
の
降
ら
な
い
沖

縄
ま
で
、
そ
の
気
候
は
様
々
で

す
。
こ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

緯
度
の
違
い
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

北
は
北
緯
45
度
か
ら
南
は
25
度

と
、
そ
の
差
は
20
度
に
達
し
ま

す
。
緯
度
の
差
は
、
気
候
だ
け

で
な
く
見
え
る
星
に
も
影
響
し

ま
す
。
太
陽
の
南
中
（
な
ん
ち
ゅ

う
）
高
度
や
北
極
星
の
高
さ
は
、

そ
の
ま
ま
見
た
目
に
変
わ
り
ま

す
。
更
に
は
、
見
え
る
星
座
も

変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
沖
縄
県

の
石
垣
島
で
は
、
南
半
球
の
星

座
と
し
て
知
ら
れ
る
南
十
字
星

が
、
水
平
線
に
顔
を
出
し
ま
す
。

当
然
、
南
半
球
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
ま
で
行
け
ば
、
頭
上
高
く
に

輝
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
場
所

が
変
わ
れ
ば
、
見
え
る
星
も
見

え
方
も
変
わ
り
ま
す
。
各
地
の

星
空
を
見
比
べ
て
、
地
域
の
違

い
や
更
に
は
地
球
の
丸
み
ま
で

思
い
描
け
る
…
そ
ん
な
体
験
を

し
て
頂
け
る
よ
う
、
各
地
で
の

撮
影
を
進
め
て
い
ま
す
。
近
く

天
文
台
で
公
開
致
し
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。

　
　
　
　
（
文
責
：
小
澤
友
彦
）

　
本
校
で
は
、
今
年
度
か
ら
地

元
毛
原
で
実
施
さ
れ
た
「
毛
原
っ

子
通
学
合
宿
」
を
、
学
校
行
事

と
し
て
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
通
学
合
宿
は
、
二
泊
三

日
の
間
、
子
ど
も
た
ち
が
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
自
分
で
考

え
行
動
し
、
生
き
る
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
方
々

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
も
ら
い

湯
を
し
た
り
、
食
事
の
用
意
を

し
た
り
、
ま
た
、
地
元
の
方
か

ら
長
谷
毛
原
の
歴
史
等
に
つ
い

て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い

た
り
、
大
成
美
里
分
校
の
生
徒

さ
ん
に
勉
強
を
み
て
い
た
だ
い

た
り
と
、
普
段
の
生
活
と
は
異

な
っ
た
多
く
の
体
験
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
、
地
元
で
の
開

催
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
機

運
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

こ
と
も
大
き
な
ね
ら
い
で
し
た

が
、
三
日
間
、
延
べ
60
名
以
上

の
地
域
の
方
々
に
協
力
い
た
だ

き
、
ま
さ
に
、
地
域
全
体
で
毛

原
の
子
ど
も
た
ち
を
お
世
話
い

た
だ
い
た
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

天
文
台
だ
よ
り

学
校
だ
よ
り

平
成
19
年
度
紀
美
野
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

平
成
19
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
結
果

そ
の
24

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

木
造
厨
子
入
十
三
仏
像

歌　

の　

小　

道

「
各
地
の
星
空
」

「
毛
原
っ
子
通
学
合
宿
」

紀
美
野
町
立
毛
原
小
学
校

ご
と

や
そ
じ

「
読
書
サ
ー
ク
ル
」

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

講
座
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

―
平
成
19
年
度
の
学
級
が
終
了

し
、感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
―

ひ
と
ひ

じ
ょ
う
び
た
き

　
私
た
ち
は
、
中
央
公
民
館
で
、

毎
月
第
一
木
曜
日
13
時
か
ら
16

時
ま
で
、
元
高
校
教
師
の
口
井

先
生
に
古
典
を
習
っ
て
い
ま
す
。

部
員
は
６
名
、
50
代
か
ら
80
代

の
美
女
ば
か
り
。
「
古
典
」
と

聞
く
だ
け
で
敬
遠
さ
れ
る
方
も

い
ま
す
が
、
先
生
の
解
説
で
「
和

歌
」
や
「
か
な
文
」
に
親
し
み
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
「
古
典
を
種
に
雑
談
」
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。
少
し
だ
け
日

本
文
化
に
触
れ
、
繊
細
な
感
性

に
気
づ
か
さ
れ
る
ひ
と
と
き
で

す
。
当
初
は
読
み
づ
ら
く
苦
労

し
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
に

つ
れ
、
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
４
月
か
ら
「
土
佐

日
記
」
を
学
ん
で
い
ま
す
。
予

習
・
復
習
は
不
要
、
テ
ス
ト
も

あ
り
ま
せ
ん
。
声
に
出
し
て

古
文
を
読

み
ま
せ
ん

か
？
興
味

の
あ
る
方
、

ぜ
ひ
一
度

体
験
入
部

し
て
下
さ
い
。

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級
終
了

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　
ピ
ナ
ク
ル
ズ
で
の
星
空

（
矢
動
丸
台
長
・

　
　
　
　
　
　
山
口
研
究
員
撮
影
）



　
４
月
に
な
れ
ば
気
温
も
上
昇

し
、
桜
も
咲
く
本
当
の
春
が
や
っ

て
き
た
気
分
に
な
り
屋
外
に
出

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
そ

ん
な
中
４
月
は
実
効
湿
度
が
一

年
で
最
も
低
く
な
り
、
空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
日
常
の
慣
れ
か
ら
生
ま
れ

る
気
の
緩
み
に
よ
り
発
生
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
又
、
紀
美
野
町
内
で
も
今
年

に
入
り
た
き
火
の
不
始
末
や
火

の
そ
ば
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
る

火
災
が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
気
を
取
り
扱
う
場
合
は
、

必
ず
消
火
準
備
と
消
火
す
る
ま

で
の
監
視
、
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
必
ず
火
を
消
す
こ
と
を
お
忘

れ
な
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
林
野

火
災
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

１
、
枯
草
等
の
あ
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

２
、
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用

後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

３
、
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い

こ
と
。

４
、
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可

を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

５
、
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い
が
ら

は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投

げ
捨
て
な
い
こ
と
。

６
、
火
遊
び
は

　
　
し
な
い
こ

　
　
と
。 

＊
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

に
よ
り
住
宅
火
災
な
ど
の
発

生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
に
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身

体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送

　
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
防

災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、
野

上
長
谷
（
ノ
カ
ミ
ナ
ガ
タ
ニ
）
・

美
里
永
谷
（
ミ
サ
ト
ナ
ガ
タ
ニ
）
、

野
上
釜
滝
（
ノ
カ
ミ
カ
マ
タ
キ
）
・

美
里
鎌
滝
（
ミ
サ
ト
カ
マ
タ
キ
）

と
放
送
し
ま
す
の
で
お
聞
き
間

違
い
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

さ
い
。

※
災
害
案
内
に
つ
い
て

　
町
内
で
の
災
害
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

４
８
９
―
６
６
７
７
に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

※
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　
指
令
室
で
は
、
常
に
２
名
で

受
信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は

入
電
が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先

に
入
電
し
た
受
信
対
応
を
完
了

次
第
直
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ

る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
為
に
、
あ

な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年

中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再

講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の

３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

　
紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
期
限

　
受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前

月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　
紀
美
野
町
消
防
本
部
　
警
防
課

（
�
４
８
９
―
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

2日（水）

7日（月）

　〃　　

8日（火）

　〃　　

9日（水）

�16日（水）

　〃　　

17日（木）

�20日（日）

�29日（祝）

�14:30～

�

11:00～

14:30～

17:30～

�

18:00～

�13:30～

�11:00～

495－9055

489－5912

495－3471

489－6500

489－5915

489－5903

495－3463

495－9055

489－5915

489－5901

学事生涯学習室

総務課

総務・税務課

県動物愛護センター

生涯学習課

住民課

住民・福祉室

学事生涯学習室

生涯学習課

産業課

文化センター図書室

美里支所

県動物愛護センター

中央公民館図書室

役場本庁・美里支所

文化センター

中央公民館

生石高原

読み聞かせ

移動町長室【22日（火）】

犬ねこの譲渡講習会【13日（日）・27日（日）】

町内保育所入所の集い

町内中学校入学式

町内小学校入学式

読み聞かせ

役場窓口業務時間延長【～20:00】

ＮＨＫ公開録音名曲リサイタル

きみの児童合唱団定期演奏会

生石高原山開き

�　いよいよ４月。町内の山々で桜の花が咲き誇り、一年
で一番美しい季節を迎えます。４�日には、みさとチュー
リップ園が開園し、20日まで色とりどりの花が楽しめます。
�　また、入学、入社と新しいスタートをきられる方も多
いことと思います。心新たにがんばってください。紀美
野町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスタート
します。今後ともよろしくお願いします。
�

火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の
時
を

「
山
火
事
は
　

　
　
地
球
の
未
来
も
　

　
　
　
　
燃
や
し
ま
す
」

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー 4月

編 集 後 記 人の動き
総人口…………

　男　…………

　女　…………

世帯数…………

11,513人

　5,354人

　6,159人

　4,646世帯
（平成20年2月末現在）

紀美野町面積128.31km2

2月の消防の動き

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

●火災発生件数…………………2件（林野）
【事故別搬送人員】

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

急　　　病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ　の　他

合　　　計

30

9

2

5

46

（１）

（　）

（　）

（１）

（２）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

30

9

2

5

46

（１）

（　）

（　）

（１）

（２）

管　内 管　外 合　計

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
、
５
月
４
日
（
日
）

○
住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

紀美野町シルバー人材センター
電話 495－3467

�お仕事のご依頼は
シルバー人材センターへ

事業主の皆様へ

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立51周年記念日行事
陸上自衛隊信太山駐屯地
創立51周年記念日行事

日時　4月20日(日)　9時～15時

場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）　

お問い合わせ先　同広報室（TEL.0725－41－0090）

　紀美野町シルバー人材センターは、

昨年４月に設立し、みなさまのおかげ

で、１年を迎えることが出来ました。

　業務開始以来、みなさまに多くのご

利用をいただきまして、ありがとうご

ざいます。

　お電話をいただきましたら、仕事の

大小に関わらず、見積（無料）にお伺

いいたしますので、お気軽にご利用下

さい。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した

もので、労働者が安心して働くための保険です。

　労働保険の保険料は、年度当初に概算で申告・

納付し、翌年度の当初に確定申告の上、精算する

ことになっています。

　また、平成19年4月1日より石綿（アスベスト）

健康被害救済のため「一般拠出金」の申告・納付

も始まっていますので、併せて手続きをお願い致

します。

　平成20年度の労働保険料の申告・納付の手続きは、

和歌山労働局総務部労働保険徴収室、又は最寄り

の労働保険年度更新集合受付会場で5月20日までに

行って下さい。�

平成20年度の労働保険料等の申告・納付手続は、

4月1日から5月20日までにお願いします。

和歌山労働局総務部労働保険徴収室

TEL.073－422－2175

事業主の皆様へ

お問合せ

お問い合わせ先



　
４
月
に
な
れ
ば
気
温
も
上
昇

し
、
桜
も
咲
く
本
当
の
春
が
や
っ

て
き
た
気
分
に
な
り
屋
外
に
出

る
機
会
も
増
え
て
き
ま
す
。
そ

ん
な
中
４
月
は
実
効
湿
度
が
一

年
で
最
も
低
く
な
り
、
空
気
が

非
常
に
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
日
常
の
慣
れ
か
ら
生
ま
れ

る
気
の
緩
み
に
よ
り
発
生
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
防
火
に
心
掛
け
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
又
、
紀
美
野
町
内
で
も
今
年

に
入
り
た
き
火
の
不
始
末
や
火

の
そ
ば
を
離
れ
た
こ
と
に
よ
る

火
災
が
３
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
火
気
を
取
り
扱
う
場
合
は
、

必
ず
消
火
準
備
と
消
火
す
る
ま

で
の
監
視
、
そ
ば
を
離
れ
る
時

は
必
ず
火
を
消
す
こ
と
を
お
忘

れ
な
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
林
野

火
災
な
ど
の
発
生
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

１
、
枯
草
等
の
あ
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た

き
火
を
し
な
い
こ
と
。

２
、
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用

後
は
完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

３
、
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い

こ
と
。

４
、
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可

を
必
ず
受
け
る
こ
と
。

５
、
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た

場
所
で
喫
煙
し
、
吸
い
が
ら

は
必
ず
消
す
と
と
も
に
、
投

げ
捨
て
な
い
こ
と
。

６
、
火
遊
び
は

　
　
し
な
い
こ

　
　
と
。 

＊
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

に
よ
り
住
宅
火
災
な
ど
の
発

生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め

る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

４
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

●
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
に
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等

を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身

体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ

く
る
。

※
災
害
時
の
防
災
無
線
放
送

　
に
つ
い
て

　
町
内
に
は
長
谷
・
永
谷
、
釜

滝
・
鎌
滝
と
同
じ
呼
び
名
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
の
防

災
無
線
放
送
に
つ
い
て
は
、
野

上
長
谷
（
ノ
カ
ミ
ナ
ガ
タ
ニ
）
・

美
里
永
谷
（
ミ
サ
ト
ナ
ガ
タ
ニ
）
、

野
上
釜
滝
（
ノ
カ
ミ
カ
マ
タ
キ
）
・

美
里
鎌
滝
（
ミ
サ
ト
カ
マ
タ
キ
）

と
放
送
し
ま
す
の
で
お
聞
き
間

違
い
の
な
い
よ
う
注
意
し
て
下

さ
い
。

※
災
害
案
内
に
つ
い
て

　
町
内
で
の
災
害
発
生
状
況
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

４
８
９
―
６
６
７
７
に
お
掛

け
く
だ
さ
い
。

※
１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　
指
令
室
で
は
、
常
に
２
名
で

受
信
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、

火
災
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は

入
電
が
輻
輳
し
直
ぐ
に
受
信
出

来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
先

に
入
電
し
た
受
信
対
応
を
完
了

次
第
直
ぐ
に
対
応
さ
せ
て
頂
き

ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、

バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に
よ

る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で

す
。
も
し
も
の
時
の
為
に
、
あ

な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

尚
、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の

方
で
前
回
受
講
し
て
か
ら
今
年

中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、
再

講
習
を
受
講
し
て
下
さ
い
。

講
習
内
容

（
１
）
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）
大
出
血
時
の
止
血
法
の

習
得

（
３
）
そ
の
他
応
急
手
当
に
関

す
る
こ
と

講
習
時
間

　
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の

３
時
間
講
習
で
す
。

講
習
場
所

　
紀
美
野
町
消
防
本
部

受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
期
限

　
受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前

月
の
20
日
ま
で

申
し
込
み（
問
い
合
わ
せ
）先

　
紀
美
野
町
消
防
本
部
　
警
防
課

（
�
４
８
９
―
６
３
０
２
）

そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め

て
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
の

団
体
で
の
申
し
込
み
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

2日（水）

7日（月）

　〃　　

8日（火）

　〃　　

9日（水）

�16日（水）

　〃　　

17日（木）

�20日（日）

�29日（祝）

�14:30～

�

11:00～

14:30～

17:30～

�

18:00～

�13:30～

�11:00～

495－9055

489－5912

495－3471

489－6500

489－5915

489－5903

495－3463

495－9055

489－5915

489－5901

学事生涯学習室

総務課

総務・税務課

県動物愛護センター

生涯学習課

住民課

住民・福祉室

学事生涯学習室

生涯学習課

産業課

文化センター図書室

美里支所

県動物愛護センター

中央公民館図書室

役場本庁・美里支所

文化センター

中央公民館

生石高原

読み聞かせ

移動町長室【22日（火）】

犬ねこの譲渡講習会【13日（日）・27日（日）】

町内保育所入所の集い

町内中学校入学式

町内小学校入学式

読み聞かせ

役場窓口業務時間延長【～20:00】

ＮＨＫ公開録音名曲リサイタル

きみの児童合唱団定期演奏会

生石高原山開き

�　いよいよ４月。町内の山々で桜の花が咲き誇り、一年
で一番美しい季節を迎えます。４�日には、みさとチュー
リップ園が開園し、20日まで色とりどりの花が楽しめます。
�　また、入学、入社と新しいスタートをきられる方も多
いことと思います。心新たにがんばってください。紀美
野町の新年度予算も決まり、いろいろな事業がスタート
します。今後ともよろしくお願いします。
�

火
は
見
て
る
　
あ
な
た
が
離
れ
る
　
そ
の
時
を

「
山
火
事
は
　

　
　
地
球
の
未
来
も
　

　
　
　
　
燃
や
し
ま
す
」

町民カレンダー町民カレンダー町民カレンダー 4月

編 集 後 記 人の動き
総人口…………

　男　…………

　女　…………

世帯数…………

11,513人

　5,354人

　6,159人

　4,646世帯
（平成20年2月末現在）

紀美野町面積128.31km2

2月の消防の動き

日　　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（電話番号）

●火災発生件数…………………2件（林野）
【事故別搬送人員】

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

急　　　病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ　の　他

合　　　計

30

9

2

5

46

（１）

（　）

（　）

（１）

（２）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

30

9

2

5

46

（１）

（　）

（　）

（１）

（２）

管　内 管　外 合　計

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
、
５
月
４
日
（
日
）

○
住
宅
防
火

　
い
の
ち
を
守
る

　
　
　
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

紀美野町シルバー人材センター
電話 495－3467

�お仕事のご依頼は
シルバー人材センターへ

事業主の皆様へ

陸上自衛隊信太山駐屯地
創立51周年記念日行事
陸上自衛隊信太山駐屯地
創立51周年記念日行事

日時　4月20日(日)　9時～15時

場所　陸上自衛隊信太山駐屯地（和泉市伯太町官有地）　

お問い合わせ先　同広報室（TEL.0725－41－0090）

　紀美野町シルバー人材センターは、

昨年４月に設立し、みなさまのおかげ

で、１年を迎えることが出来ました。

　業務開始以来、みなさまに多くのご

利用をいただきまして、ありがとうご

ざいます。

　お電話をいただきましたら、仕事の

大小に関わらず、見積（無料）にお伺

いいたしますので、お気軽にご利用下

さい。

　労働保険とは、労災保険と雇用保険を総称した

もので、労働者が安心して働くための保険です。

　労働保険の保険料は、年度当初に概算で申告・

納付し、翌年度の当初に確定申告の上、精算する

ことになっています。

　また、平成19年4月1日より石綿（アスベスト）

健康被害救済のため「一般拠出金」の申告・納付

も始まっていますので、併せて手続きをお願い致

します。

　平成20年度の労働保険料の申告・納付の手続きは、

和歌山労働局総務部労働保険徴収室、又は最寄り

の労働保険年度更新集合受付会場で5月20日までに

行って下さい。�

平成20年度の労働保険料等の申告・納付手続は、

4月1日から5月20日までにお願いします。

和歌山労働局総務部労働保険徴収室

TEL.073－422－2175

事業主の皆様へ

お問合せ

お問い合わせ先
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今月の表紙

～災害に強いまちづくりをめざして～

　４月１日から旧美里町で防災行政無線の放送

が始まります。災害時はもちろん、平常時の各

種行政情報の提供にも利用されます。

　　　　　　　　　　　　　（16面に関連記事）

今月の主な内容

平成２０年度当初予算決まる………………………２～４

まちの話題…………………………………………５

健康・福祉ガイド…………………………………６～７

お知らせ・募集……………………………………８～９

ふれあいネット……………………………………１０～１３

消防だより…………………………………………１４

町民カレンダー……………………………………１５

総合運動場（若もの広場）リニューアル工事（１期目）完成…１６�

�

広報

42008

第28号

　
防
災
行
政
無
線
整
備
に
つ
い

て
は
、
旧
野
上
町
は
平
成
４
年

度
に
整
備
済
み
で
あ
り
ま
す
が
、

旧
美
里
町
は
未
整
備
の
状
況
で

あ
り
、
大
規
模
災
害
時
に
住
民

へ
の
情
報
伝
達
手
段
に
大
き
な

格
差
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、

大
変
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
19

年
度
工
事
と
し
て
進
め
て
参
り

ま
し
た
防
災
行
政
無
線
整
備
工

事
が
地
権
者
の
皆
様
、
町
民
の

皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
陰
を
も

ち
ま
し
て
３
月
末
に
完
成
し
、

４
月
１
日
か
ら
放
送
開
始
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
費
は

２
億
９
，
０
１
４
万
円
。

　
こ
の
防
災
行
政
無
線
は
、
気

象
観
測
装
置
、
水
位
観
測
装
置
、

双
方
向
通
話
装
置
の
他
、
全
指

定
避
難
所
並
び
に
保
育
所
、
小
・

中
学
校
、
高
校
、
り
ら
創
造
芸

術
高
等
専
修
学
校
、
国
保
野
上

厚
生
総
合
病
院
、
や
す
ら
ぎ
園
、

五
色
台
広
域
施
設
組
合
、
消
防

団
団
長
・
副
団
長
・
分
団
長
宅
、

１
人
住
ま
い
の
聴
覚
障
害
者
宅

等
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
、

各
種
災
害
の
未
然
防
止
や
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
も
の
で
す
。
ま
た
、
平
常

時
に
は
、
各
種
行
政
情
報
の
提

供
に
も
利
用
し
、
町
民
の
皆
様

の
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

完成したクラブハウス

蓑津呂地区

文化センター北側

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

緊
急
離
発
着
場
（
２
箇
所
）

が
完
成

　３月末をもって総合運動場（若もの広場）リニューアル工

事の１期目が完了し、多目的人工芝グラウンド、クラブハウス、

駐車場、県道からの進入路が完成しました。

　なお、当事業は競輪・オートレースの売上金による（財）

車両競技公益資金記念財団の助成金により実施されました。

引き続いて、平成20年度には２期目の工事を行い、野球場、

陸上グラウンド、遊歩道等の部分の整備を進めてまいります。

面積：６，２８５　（６２．６ｍ×１００．４ｍ）
ホッケー１面、サッカー１面、フットサル２面
夜間照明設備完備

　
本
町
は
、
急
峻

な
地
形
上
、
大
規

模
な
地
震
や
土
砂

崩
れ
等
の
災
害
が

発
生
し
た
時
に
、

道
路
が
寸
断
さ
れ

孤
立
す
る
集
落
が

多
く
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

空
か
ら
の
輸
送
手
段
と

し
て
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

緊
急
離
発
着
場
整
備
工

事
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
「
文

化
セ
ン
タ
ー
北
側
」
、
「
蓑

津
呂
地
区
」
の
２
箇
所

が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

事
業
費
は
、
１
，
４
４
７

万
円
。

　
こ
の
緊
急
離
発
着
場
は
、

災
害
時
に
お
い
て
、
被

害
状
況
等
の
調
査
及
び

情
報
収
集
活
動
、
救
急

患
者
や
医
療
従
事
者
等

の
搬
送
及
び
医
療
器
材

等
の
輸
送
、
ま
た
、
被

災
者
等
の
救
出
、
救
援

物
資
、
人
員
の
搬
送
等
様
々

な
用
途
に
お
い
て
、
防

災
機
能
強
化
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

多目的

人工芝グラウンド

◎４月１日より神野支所が「美里支所」に名称が変わります。


